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は
じ
め
に

閑
院
宮
家
第
二
代
・
典す

け

仁ひ
と

親
王
（
一
七
三
三
～
九
四
、
慶
光
天
皇
）
の
第
六
王
子
と
し
て

生
ま
れ
た
祐さ

ち
の
み
や宮

は
、
は
じ
め
聖
護
院
に
入
る
も
、
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
を
受
け
て
還
俗
し
、

第
一
一
九
代
天
皇
と
な
っ
た
。
こ
の
光
格
天
皇
（
は
じ
め
師も

ろ

仁ひ
と

、
践
祚
後
は
兼と

も

仁ひ
と

。

一
七
七
一
～
一
八
四
〇
、
在
位
一
七
八
〇
～
一
八
一
七
。
以
後
、
時
期
を
問
わ
ず
漢
風
諡
号

を
用
い
る
）
は
傍
系
か
ら
の
践
祚
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
朝
儀
の
復
興
に
と
く
に
熱
意
を

そ
そ
い
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
漢
籍
を
よ
く
学
び
、
和
歌
や
管
弦
、
書
な
ど
の

諸
道
に
も
打
ち
込
ん
だ
（
註
1
）。

光
格
天
皇
の
兄
に
、
妙
法
院
宮
真し

ん

仁に
ん

法
親
王
（
一
七
六
八
～
一
八
〇
五
）
が
い
る
。
典
仁

親
王
の
第
五
王
子
で
あ
り
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
妙
法
院
門
跡
と
な
り
、
の
ち
に
は

天
台
座
主
を
つ
と
め
た
。
真
仁
法
親
王
は
堂
上
・
地
下
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
文
化
人

と
親
し
く
交
わ
っ
た
。
そ
の
い
わ
ゆ
る
「
妙
門
サ
ロ
ン
」
に
は
、
伴
蒿
蹊
や
小
沢
蘆
庵
ら
国

学
者
・
歌
人
、
梅
辻
春
樵
や
中
島
棕
隠
ら
漢
学
者
・
漢
詩
人
、
そ
し
て
円
山
応
挙
や
呉
春
ら

絵
師
な
ど
、
多
く
の
人
物
が
出
入
り
し
て
い
た
（
註
2
）。

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
は
、
名
古
屋
出
身
の
浄
土
宗
の
僧
で
伊
勢
・
寂
照
寺
の
住
職
を
勤
め

た
月げ

っ

僊せ
ん

（
一
七
四
一
～
一
八
〇
九
）
が
描
い
た
《
樊は

ん

噲か
い

図
》
と
《
十
八
学
士
文
会
図
》
の
二

幅
を
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
両
作
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
（
註
3
）、
こ
れ

ら
が
光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
親
交
や
思
想
を
考
え

る
上
で
も
、
あ
る
い
は
月
僊
の
画
業
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
稿
で
は
こ
の
両
作
の
制
作
背
景
や
月
僊
画
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
つ
つ
、
こ

れ
ら
に
ま
つ
わ
る
光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
の
交
渉
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
（
註
4
）。

一
、
基
本
情
報
お
よ
び
周
辺
史
料

《
樊
噲
図
》
と
《
十
八
学
士
文
会
図
》
は
両
作
と
も
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
後
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
に
上
皇
陛
下
と
香
淳
皇
后
よ
り
国
へ
と
寄
贈
さ
れ
、
三
の
丸
尚
蔵
館
で
管
理

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
章
で
示
す
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
光
格
天
皇
の
時
代
よ
り
皇

室
に
伝
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
以
下
、
両
作
の
基
本
情
報
と
、
周
辺
史
料
を
見
て
い
き
た
い
。

一
─
一
、《
樊
噲
図
》

一
点
目
は
《
樊
噲
図
》（
カ
ラ
ー
口
絵
3
）
で
あ
る
。
紙
本
着
色
の
掛
幅
装
で
、
本
紙
寸

法
は
縦
九
五
・
四
×
横
一
八
一
・
一
㎝
、
総
寸
法
は
縦
一
九
九
・
一
×
横
二
〇
六
・
〇
㎝
で
あ

る
。
画
面
向
か
っ
て
左
方
（
以
下
同
）
に
は
、
款
記
「
月
僊
」
と
白
文
方
印
「
寂
照
主

人
」、
朱
文
方
印
「
月
僊
」
が
あ
る
（
図
1
）。
表
装
は
茶
色
の
紙
表
具
で
、
白
い
小
筋
を
画

面
周
囲
、
天
地
、
風
帯
の
位
置
に
回
す
。
軸
先
は
黒
塗
の
撥
軸
で
あ
る
。
簡
素
な
表
具
で
あ

り
、
虫
損
な
ど
も
あ
る
が
、
制
作
当
初
の
表
具
と
み
ら
れ
る
（
図
2
）。

画
面
中
央
に
は
鎧
を
ま
と
っ
た
中
国
の
武
人
風
の
大
男
が
描
か
れ
、
右
手
に
は
鬼
面
の
つ

い
た
盾
の
よ
う
な
も
の
を
抱
え
、
左
手
で
は
扉
を
押
す
。
そ
の
扉
の
反
対
側
に
は
ひ
と
回
り

小
さ
な
軍
人
風
の
男
四
名
が
身
を
寄
せ
、
こ
の
扉
を
押
し
返
す
、
あ
る
い
は
地
に
伏
す
、
と

い
っ
た
し
ぐ
さ
を
と
る
。

光
格
天
皇
、
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
と
画
僧
・
月
僊
─
新
出
の
二
作
品
を
め
ぐ
っ
て
─

上 

嶋

 

悟 

史

図1 �《樊噲図》落款� �
（画像実寸 縦150mm）
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《
樊
噲
図
》
を
納
め
る
木
箱
は
被
せ
蓋
の
一
重
箱
で
、
蓋
表
に
「
御
掛
物

樊
噲
図

月

僊
画

一
幅
」
と
墨
書
さ
れ
、
前
漢
の
太
祖
（
高
皇
帝
、
高
祖
と
も
）
で
あ
る
劉
邦
に
仕
え

た
武
将
・
樊
噲
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

樊
噲
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
記
さ
れ
る
「
鴻
門
の
会
」
の
故
事
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
（
註
5
）。
咸
陽
郊
外
の
鴻
門
に
項
羽
を
訪
ね
た
劉
邦
と
そ
の
軍
師
の
張
良
は
、

兵
を
残
し
二
人
だ
け
で
項
羽
方
の
陣
へ
入
り
、
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、

待
機
し
て
い
た
樊
噲
が
乱
入
す
る
。
佩
刀
し
、
盾
を
抱
え
て
突
入
し
た
樊
噲
は
、「
衛
士
」

を
地
面
に
薙
ぎ
倒
し
て
軍
門
に
入
り
、
頭
髪
は
逆
立
ち
目
尻
は
裂
け
ん
ば
か
り
と
い
う
劇
的

な
有
様
で
項
羽
を
睨
み
つ
け
た
。
こ
れ
を
「
壮
士
」
と
み
た
項
羽
は
、
樊
噲
に
酒
を
す
す
め

る
。
樊
噲
は
項
羽
に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
酒
を
飲
み
干
し
、
さ
ら
に
は
肉
を
平
ら
げ
た
。
そ

の
隙
に
劉
邦
は
、
自
陣
へ
と
逃
走
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
鴻
門
の
会
を
端
緒
と
す
る

い
わ
ゆ
る
「
楚
漢
戦
争
」
は
、
最
終
的
に
垓
下
の
戦
い
で
項
羽
が
滅
ぼ
さ
れ
て
終
結
し
、
劉

邦
は
統
一
王
朝
で
あ
る
前
漢
を
開
い
た
。

《
樊
噲
図
》
の
中
央
に
大
き
く
描
か
れ
る
武
人
は
左
腰
に
剣
を
佩
き
、
右
脇
に
鬼
面
の
あ

る
盾
を
抱
え
て
い
る
。
扉
を
押
し
返
そ
う
と
す
る
衛
士
に
は
、
地
に
倒
れ
込
む
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
ら
よ
り
《
樊
噲
図
》
は
箱
書
の
と
お
り
、『
史
記
』
を
典
拠
に
し
た
、
鴻
門
の
会

に
お
け
る
樊
噲
の
活
躍
を
描
い
た
も
の
と
し
て
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

妙
法
院
に
は
、
光
格
天
皇
か
ら
真
仁
法
親
王
へ
送
ら
れ
た
宸
翰
書
状
が
い
く
つ
か
現
存
し

て
い
る
（
註
6
）。
そ
の
中
に
、
こ
の
《
樊
噲
図
》
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

以
下
に
全
文
を
掲
載
す
る
（
註
7
）。

【
資
料
1
】
光
格
天
皇
漢
文
宸
翰
（
註
8
）（
一
通
、
妙
法
院
所
蔵
、
図
3
）

拜
覆

鳳
頓
首
敬
言
［
鳳州

］［
壺
天

園

］

［
一
以

貫
之
］

［
非
必
絲
興
竹

山
水
有
清
音
］

頃
日
被
寄
芳
翰
、
速
可
報
於
廻
簡
之
處
、
朕
被
侵
于
暑
邪
延
于

怠
、
其
罪
最
大
。
頼
垂
於
博
愛
之
忎
、
寛
宥
之
㣽
、
何
喜
加
之
乎
。
以

惟
誠
如

教
示
、
梅
天
不
雨
、
赫
日
焼
於
艸
樹
、
炎
熱
蒸
於
袂
裙
、

黔
首

于
麻
稲
之
枯
、
衆
庶
愁
于
喉
餲
之
苦
之
時
、
昨
微
靁
轟

于
空
、
甘
雨
潤
于
地
、
實
予
一
人
之
慮
歓
、
蒼
生
之
幸
甚
也
乎
。
恭

以

大
王
興
踞
安
全
、
動
作
康
寧
、
正
是

祖
宗
之
覆
護
、
裔
派
之
淑
幸
也
。

茲
呉
道
子
筆
源
龍
所
刻
之

至
聖
像
并
月
僊
所
画
鴻
門
圖

各
一
餔
被
贈
之
、
欣
躍
抃
舞
之
到
也
。
仍
此
麁
品
聊
為
表
薄
儀

是
以
備
于

笑
覧
。
筦
存
是
足
、
書
不
盡
於
言
。
伏
請

照
察
。
不
宜
。

寛
政
己
酉
元
載
晩
夏
甫
浣
四
日
。

［
鳳州

］［
一
人
元
良

萬
邦
以
貞
］［
固
衆
芳

之
所
在
］

こ
の
書
状
は
後
陽
成
天
皇
の
書
状
二
通
、
霊
元
天
皇
の
書
状
一
通
、
光
格
天
皇
の
書
状
二

通
の
合
計
五
通
を
合
装
す
る
巻
子
に
収
め
ら
れ
た
一
通
で
あ
る
。
直
後
に
貼
ら
れ
て
い
る

図2 《樊噲図》表装
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「
妙
法
大
王
几
下

兼
」
と

あ
る
紙
が
旧
懸
紙
と
推
測

さ
れ
る
。

寛
政
元
年
（
一
七
八�

九
）
六
月
十
四
日
に
光
格

天
皇
か
ら
真
仁
法
親
王
へ

宛
て
た
書
状
で
あ
り
、
暑

さ
の
た
め
返
信
が
遅
れ
た

こ
と
を
詫
び
る
と
同
時

に
、
少
雨
の
た
め
民
が
苦

し
ん
で
い
る
こ
と
を
憂
い

て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
日
よ

う
や
く
雨
が
降
っ
た
こ
と

の
喜
び
を
伝
え
る
。
要
件

は
、
真
仁
法
親
王
か
ら
光

格
天
皇
へ
贈
ら
れ
た
「
至

聖
像
」
と
「
鴻
門
図
」
へ

の
礼
で
あ
る
。
一
つ
め

は
、
唐
・
呉
道
子
原
画
で
「
源
龍
」
な
る
人
物
が
刻
出
し
た
至
聖
像
、
す
な
わ
ち
孔
子
画
像

の
拓
本
か
と
思
わ
れ
る
が
、
該
当
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
め

の
、
月
僊
所
画
の
「
鴻
門
図
」
こ
そ
が
、
当
館
収
蔵
の
《
樊
噲
図
》
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
。こ

の
書
状
は
き
わ
め
て
整
っ
た
形
式
で
あ
り
、
正
式
な
礼
状
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の

時
光
格
天
皇
か
ら
真
仁
法
親
王
へ
贈
ら
れ
た
粗
品
が
何
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

一
─
二
、《
十
八
学
士
文
会
図
》

二
点
目
は
、《
十
八
学
士
文
会
図
》（
カ
ラ
ー
口
絵
4
、
以
下
学
士
図
と
す
る
）
で
あ
る
。

《
学
士
図
》
は
絹
本
着
色
の
掛
幅
装
で
、
本
紙
寸
法
は
縦
一
一
七
・
五
×
横
一
四
五
・
五
㎝
、

総
寸
法
は
縦
二
八
〇
・
〇
×
横
一
八
一
・
〇
㎝
で
あ
る
。
画
面
右
下
に
款
記
「
月
僊
冩
」、
朱

文
方
印
「
月
僊
」、
白
文
方
印
「
寂
照
主
人
」、
白
文
方
印
「
家
在
白
雲
丹
嶂
髙
松
奇
石
之

間
」
が
あ
る
（
図
4
）。
表
装
は
一
文
字
と
風
帯
が
白
地
七
宝
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻
し

が
紺
地
菊
桐
文
金
襴
、
天
地
が
茶
地
無
文
の
絹
、
軸
先
は
象
牙
の
切
軸
で
あ
り
、
や
は
り
簡

素
な
表
具
で
あ
る
と
い
え
る
（
図
5
）。
制
作
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
、
糊
離
れ
も
多
く
観

察
さ
れ
る
が
、
お
お
む
ね
軽
度
な
損
傷
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

《
学
士
図
》
を
納
め
る
木
箱
は
、
簡
素
な
印
籠
蓋
の
一
重
箱
な
が
ら
菊
型
の
紐
金
具
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
制
作
当
初
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
蓋
表
に
は
「
十
八
學
士
文
會
之
圖

月

僊
畫

一
幅
」
の
墨
書
が
あ
り
、
蓋
裏
に
は
「
前
々
よ
り
御
ゆ
つ
り
／
御
大
事
の
也
外
江
出

図3 【資料1】光格天皇漢文宸翰

図5 《学士図》表装

図4 �《学士図》落款� �
（画像実寸 縦
210mm）
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さ
れ
る
／
事
無
用
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
る
（
図
6
）。
同
様
の
旨
を
同
筆
で
記
し
た
貼
紙

は
、
い
ず
れ
も
当
館
収
蔵
の
円
山
応
挙
筆
《
海
辺
図
》
や
同
筆
《
牡
丹
孔
雀
図
》、
同
筆

《
張
飛
図
》
な
ど
の
箱
に
も
み
ら
れ
（
註
9
）、
そ
の
う
ち
《
張
飛
図
》
の
箱
貼
紙
に
「
光
格

天
王マ

マ

よ
り
御
た
い
〳
〵
御
ゆ
つ
り
」
云
々
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
光
格
天
皇
の
御
物
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め
に
幕
末
頃
に
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

画
面
右
上
に
五
名
の
従
者
を
従
え
た
中
国
の
帝
王
風
の
男
性
が
描
か
れ
、
幞
頭
を
か
ぶ
り

漢
服
を
着
た
十
八
名
の
人
物
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
る
。
帝
王
は
椅
子
に
坐

し
、
従
者
は
翳さ

し
ばや

香
炉
、
払
子
、
巻
子
な
ど
を
手
に
執
る
。
官
人
の
中
に
は
、
帝
王
に
礼
拝

す
る
者
も
あ
れ
ば
、
手
元
で
広
げ
た
紙
を
見
な
が
ら
語
ら
う
者
も
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
本
作
の
箱
蓋
に
は
「
十
八
學
士
文
會
之
圖
」
と
あ
り
、
唐
の
太
宗
・
李
世

民
が
即
位
前
、
ま
だ
秦
王
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
設
置
し
た
「
文
学
館
」
に
集
っ
た
、
十
八
名
の

学
士
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

十
八
学
士
の
故
事
は
、『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
五
「
高
祖
神
堯
大
聖
光
孝
皇
帝
中
之
中
」
に

記
載
が
あ
る
（
註
10
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
李
世
民
が
宮
殿
に
併
設
し
た
文
学
館
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
官
職
に
あ
っ
た
十
八
名
が
招
聘
さ
れ
、
学
士
を
兼
職
し
た
。
そ
こ
に
は
太
宗
即
位
後

に
左
右
の
尚
書
僕
射
（
宰
相
）
と
し
て
と
も
に
貞
観
の
治
を
現
出
さ
せ
る
杜
如
晦
と
房
玄

齡
、
国
子
監
祭
酒
と
な
る
孔
穎
達
、
初
唐
三
大
書
家
に
数
え
ら
れ
る
虞
世
南
ら
が
集
っ
た
。

李
世
民
は
官
暇
に
文
学
館
を
訪
れ
て
は
学
士
ら
と
議
論
を
し
、
食
事
も
供
給
し
た
と
い
う
。

ま
た
李
世
民
は
そ
の
様
子
を
閻
立
本
に
描
か
せ
、
学
士
の
一
人
で
あ
る
褚
亮
に
著
讃
さ
せ
た

と
い
う
。

《
学
士
図
》
で
は
、
李
世
民
と
思
わ
れ
る
帝
王
風
の
男
性
は
微
笑
み
を
た
た
え
、
周
囲
の

学
士
も
こ
れ
に
礼
を
と
り
つ
つ
緊
張
し
た
様
子
は
見
せ
な
い
。
紙
を
見
な
が
ら
仲
間
と
談
義

に
は
げ
み
、
李
世
民
に
向
か
な
い
学
士
も
い
る
。
傍
ら
の
円
机
（
円
形
の
つ
く
え
）
に
は
、

提
盒
（
手
さ
げ
の
箱
）
や
水
注
、
桃
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
李
世
民
が
差
し
入
れ
た
「
珍

膳
」
を
あ
ら
わ
す
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
《
学
士
図
》
に
つ
い
て
も
、
関
連
す
る
光
格
天
皇
の
宸
翰
消
息
が
妙
法

院
に
現
存
し
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
掲
載
す
る
。

図6 《学士図》箱蓋裏貼紙

図7 【資料2】光格天皇宸翰
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【
資
料
2
】
光
格
天
皇
宸
翰
（
註
11
）（
一
通
、
妙
法
院
所
蔵
、
図
7
）

�
秋
冷
之
時
、
愈
御
清
／
祉
目
出
不
浅
存
候
。
猶
又
／
萬
々
御
自
重
〳
〵
。
抑
／
曩
日
拝

面
之
席
／
申
置
絹
地
一
幅
、
爲
／
持
進
候
ま
ゝ
、
彼
月
僊
へ
／
調
画
之
事
、
急
々
御
申

／
傳
可
給
候
。
画
樣
者
／
如
申
置
候
。
墨
繪
／
附
立
而
尤
自
例
前
聊
入
念
候
樣
／
十
八
學
士

文
會
之
図
。
／
右
之
通
候
条
、
萬
々
宜
樣
／
憑
入
候
。
尤
下
繪
不
及
／
于
被
爲
見
候
。

将
又
／
橘
樹
寺
什
宝
／
太
子
傳
画
図
掛
、
今
暫
／
留
置
之
も
不
苦
候
哉
。
尚
又
／
先
方

御
聴
合
而
、
否
／
被
示
聞
候
様
願
存
候
。
／
猶
萬
事
、
近
内
面
會
／
之
節
可
申
演
候

也
。
／
不
乙
。
／
仲
龝
既
望
。
／
二
啓
、
愚
益
安
穏
候
条
、
可
／
爲
御
安
慮
候
也
。
廣

福
法
王
梧
右
。
兼
。

こ
の
消
息
は
、「
妙
法
院
一
品
親
王
机
右
」
と
の
宛
名
お
よ
び
花
押
が
据
え
ら
れ
た
懸
紙
に
包

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
別
の
反
故
で
包
み
、
最
も
外
と
な
る
部
分
に
「
寛
政
十
一
年

八
月
十
六
日
／
給
勅
書
」
と
記
し
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
受
け
取
っ
た
消
息
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

兄
の
健
康
を
気
遣
う
挨
拶
を
述
べ
た
の
ち
、
話
題
は
二
件
の
絵
画
へ
と
移
る
。
一
つ
目
は

「
十
八
学
士
文
会
之
図
」
の
注
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。
光
格
天
皇
は
こ
の
消
息
を
出
す
に
先

立
ち
、
真
仁
法
親
王
へ
そ
の
注
文
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
宸
翰
と
と
も
に

「
絹
地
一
幅
」
が
妙
法
院
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
真
仁
法
親
王
に
、
月

僊
へ
の
図
の
注
文
を
取
り
次
い
で
も
ら
っ
て
い
る
。「
墨
絵
附
立
」
と
、
そ
の
描
き
方
に
つ

い
て
も
希
望
を
伝
え
る
一
方
、
下
絵
ま
で
見
せ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
。「
急
々
」

と
い
う
言
葉
か
ら
は
急
い
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、「
例
前
」
よ
り
少
し
入
念
に
す
る
よ
う

と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
こ
れ
以
前
に
注
文
あ
る
い
は
入
手
し
た
他
の
月
僊
画
が
念
頭
に
あ
る

と
想
像
さ
れ
る
。
実
際
の
《
学
士
図
》
は
著
色
画
で
あ
り
、「
墨
絵
附
立
」
に
は
該
当
し
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
消
息
に
て
触
れ
ら
れ
る
「
十
八
学
士
文
会
之
図
」
で
あ
る

こ
と
は
総
合
的
な
状
況
か
ら
考
え
る
に
疑
い
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
変
更
が
生
じ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

二
つ
目
は
、「
橘
樹
寺
什
宝
の
太
子
伝
画
図
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
奈
良
県
明
日

香
村
・
橘
寺
に
現
在
で
も
所
蔵
さ
れ
る
八
幅
本
《
聖
徳
太
子
絵
伝
》（
重
要
文
化
財
、
室
町

時
代
・
十
五
世
紀
）
を
指
す
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
橘
寺
は
用
明
天
皇
・
聖
徳
太
子
に
縁
づ
く

皇
室
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
り
、
当
時
は
興
福
寺
大
乗
院
末
と
な
っ
て
い
た
。
光
格
天
皇
は
、

こ
の
太
子
絵
伝
を
す
で
に
御
所
内
に
取
り
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
も
う
少
し
留
め
置
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
先
方
（
橘
寺
か
）
に
尋
ね
る
よ
う
、
真
仁
法
親
王
に
依
頼
し
て
い
る
。

そ
し
て
一
切
は
、
近
々
面
会
し
た
際
に
述
べ
る
と
い
う
。
末
尾
に
諱
の
「
兼
」
の
一
字
を

署
名
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
兄
弟
間
の
私
的
な
や
り
と
り
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

二
、
光
格
天
皇
・
真
仁
法
親
王
の
絵
画
を
通
し
た
交
流
と
月
僊

こ
こ
ま
で
、
当
館
が
収
蔵
す
る
二
幅
の
月
僊
画
の
う
ち
、《
樊
噲
図
》
は
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
に
真
仁
法
親
王
か
ら
光
格
天
皇
へ
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、《
学
士
図
》
は

同
十
一
年
に
光
格
天
皇
か
ら
真
仁
法
親
王
を
通
し
て
月
僊
へ
注
文
が
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
献
上
や
制
作
の
前
提
と
し
て
、
本
章
で
は
光
格
天
皇
と
真
仁
法
親

王
ふ
た
り
の
絵
画
を
通
し
た
交
流
や
、
両
者
を
取
り
巻
い
て
い
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
論

じ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
真
仁
法
親
王
と
絵
師
と
の
交
わ
り
、
就
中
月
僊
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。『
妙
法
院
日
次
記
』（
註
12
）（
以
下
『
日
次
記
』）
や
『
真
仁
法
親
王
御
直
日
記
』（
註
13
）

（
以
下
『
直
日
記
』）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
妙
法
院
に
は
円
山
応
挙
や
そ
の
弟
子
に
あ
た
る
呉

春
、
長
沢
芦
雪
、
源
琦
、
円
山
応
瑞
ら
が
盛
ん
に
出
入
り
し
、
御
用
命
を
受
け
て
い
た
。
例

え
ば
、
真
仁
法
親
王
が
《
樊
噲
図
》
を
献
上
し
た
寛
政
元
年
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
応
挙

は
十
七
回
も
『
日
次
記
』
に
登
場
し
て
い
る
。

ま
た
応
挙
門
の
中
村
則
苗
は
、
祖
父
の
代
か
ら
妙
法
院
の
境
内
二
十
五
町
の
「
町
役
」
を

務
め
、
本
人
は
永
代
の
「
青
侍
格
」
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
妙
法
院
門
跡
に

仕
え
る
身
分
で
あ
っ
た
。
墓
碑
銘
に
も
「
廣
福
王
府
吏
臣
／
中
村
左
内
源
則
苗
之
墓
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
妙
法
院
に
集
っ
た
絵
師
の
動
向
に
つ
い
て
は
近
年
注
目
を
集
め
て
お
り
、
中
村

則
苗
に
つ
い
て
は
と
く
に
杉
本
欣
久
氏
に
よ
る
総
合
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
註
14
）。

『
直
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
三
月
二
十
三
日
に
伊
勢
参
り
か
ら
帰

京
し
た
則
苗
は
、
真
仁
法
親
王
へ
「
列
仙
図
賛
三
本
」
と
「
月
僊
画
扇
二
本
」
を
献
上
し

た
。『
列
仙
図
賛
』
は
同
四
年
に
月
僊
自
身
が
刊
行
し
た
仙
人
図
像
集
で
、
明
代
の
版
本
を

も
と
に
月
僊
風
に
図
像
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
（
註
15
）。
当
時
す
で
に
伊
勢
寂
照
寺
の
住

職
で
あ
っ
た
月
僊
を
則
苗
が
訪
ね
、
こ
れ
ら
を
譲
り
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
真
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仁
法
親
王
の
依
頼
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
真
仁
法
親
王
が
月
僊
画
に
触
れ
た
最
初
の
記

録
と
な
る
。

寛
政
七
年
の
九
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
に
は
、
月
僊
と
呉
春
が
妙
法
院
へ
参
上
し
た
。

こ
の
と
き
「
御
書
院
次
之
間
」
の
褒
美
を
賜
っ
て
お
り
（『
日
次
記
』）、
月
僊
が
妙
法
院
の

障
壁
画
を
描
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
現
在
妙
法
院
に
は
、
白
書
院
二
の
間
に
月
僊
筆

《
群
仙
観
月
図
》
八
面
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
の
記
録
の
作
画
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
（
註
16
）。
こ
の
ほ
か
妙
法
院
に
は
、
御
座
の
間
三
の
間
に
、
寛
政
年
間
の
作
と
推
測
さ

れ
る
月
僊
筆
《
牧
童
図
》
四
面
が
現
存
し
て
い
る
。

さ
ら
に
月
僊
は
、
真
仁
法
親
王
が
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
東
行
し
た
際
に
も
対
面
し

て
い
る
。
四
月
十
四
日
、
津
駅
本
陣
に
て
月
僊
は
ご
機
嫌
伺
い
に
参
上
し
、
菓
子
と
自
画
を

献
上
し
た
（『
真
仁
法
親
王
関
東
御
参
向
之
記
』（
註
17
））。
そ
の
後
、
真
仁
法
親
王
は
寂
照

寺
に
ま
で
訪
れ
て
お
り
、
山
門
の
扁
額
「
栄
松
山
」
を
揮
毫
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

月
僊
は
真
仁
法
親
王
の
面
識
を
得
て
お
り
、
そ
の
画
を
た
び
た
び
献
上
し
て
い
た
（
註
18
）。

一
方
、
こ
う
し
た
時
期
に
お
け
る
光
格
天
皇
周
辺
の
絵
師
を
考
え
る
と
き
、
寛
政
度
の
内

裏
造
営
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
明
八
年
に
は
大
火
に
お
い
て
御
所
が
全
焼
し
、

翌
寛
政
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
御
所
造
営
と
移い

徙し

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
内
裏
造
営
に
お

け
る
襖
絵
の
画
題
や
絵
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
近
年
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
る
（
註
19
）。

こ
れ
以
前
の
内
裏
造
営
に
お
い
て
は
、
襖
絵
の
絵
師
に
は
狩
野
派
が
中
心
に
選
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
寛
政
度
は
江
戸
か
ら
京
都
へ
と
派
遣
す
る
こ
と
に
対
す
る
資
金
難
か
ら
在
京

の
絵
師
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
（
註
20
）、
円
山
派
が
重
用
さ
れ
た
。
天
皇
が
日
常
的
に

過
ご
し
た
と
思
わ
れ
る
常
御
殿
に
お
い
て
は
、
一
之
御
間
に
応
挙
が
唐
・
杜
審
言
の
詩
意
に

基
づ
く
「
早
春
遊
望
図
」
を
描
き
、
二
之
御
間
に
応
挙
門
の
嶋
田
元
直
が
唐
・
劉
方
平
の
詩

意
に
基
づ
く
「
秋
夜
汎
舟
図
」
を
描
い
た
。
ま
た
、
三
之
御
間
に
は
、
応
挙
の
あ
と
円
山
家

を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
応
瑞
が
「
四
季
海
辺
」
を
描
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
妙
法
院
「
御
座
の
間
」
の
障
壁
画
は
応
挙
、
源
琦
、
芦
雪
が
描
い
た
。
そ

の
選
択
の
経
緯
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
な
い
が
、
結
果
的
に
光
格
天
皇
と
真
仁
法

親
王
の
両
者
の
私
的
な
空
間
が
と
も
に
応
挙
と
そ
の
門
下
の
絵
画
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
杉
本
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
偶
然
で
な
く
（
註
21
）、
両
者
が
絵
師
や
絵
画

に
対
す
る
価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
所
為
と
い
え
よ
う
。

こ
の
寛
政
度
内
裏
造
営
に
お
い
て
、
光
格
天
皇
は
平
安
時
代
や
そ
の
同
時
代
で
あ
る
唐
代

の
文
化
を
意
識
し
つ
つ
、
能
動
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
光
格
天
皇

は
平
安
の
古
制
に
基
づ
い
た
復
古
的
な
内
裏
を
標
榜
し
、
裏
松
光
世
（
固
禅
）
に
『
大
内
裏

図
考
證
』
の
作
成
を
命
じ
た
。
費
用
の
緊
縮
を
め
ざ
す
幕
府
の
松
平
定
信
と
度
重
な
る
交
渉

が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
は
光
格
天
皇
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
（
註
22
）。

ま
た
、
内
裏
に
お
い
て
も
っ
と
も
公
的
な
場
で
あ
る
紫
宸
殿
・
清
涼
殿
に
は
、
平
安
時
代

か
ら
の
伝
統
に
則
り
、
前
者
に
は
住
吉
広
行
に
よ
っ
て
「
賢
聖
障
子
」
が
、
後
者
に
は
土
佐

光
貞
に
よ
っ
て
「
荒
海
障
子
」
が
描
か
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
賢
聖
障
子
」
に
は
、
そ
の
上
部

に
付
属
す
る
色
紙
形
の
銘
文
筆
者
に
光
格
天
皇
の
意
向
が
反
映
さ
れ
、
空
海
の
書
法
の
継
承

者
を
自
認
す
る
「
大
師
流
」
の
書
家
で
あ
り
、
真
仁
法
親
王
の
書
の
師
で
あ
る
岡
本
保
考
が

起
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
賢
聖
障
子
」
は
衆
知
の
と
お
り
、
唐
・
貞
観
十
七
年

（
六
四
三
）
に
太
宗
が
閻
立
本
に
描
か
せ
た
「
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
」
に
な
ら
っ
た
も
の

で
、
中
国
古
代
の
功
臣
三
十
二
名
を
描
く
。
わ
が
国
で
は
平
安
時
代
・
九
世
紀
に
描
か
れ
始

め
、
人
物
に
変
遷
が
あ
る
も
の
の
、
寛
政
度
「
賢
聖
障
子
」
に
は
十
八
学
士
に
数
え
ら
れ
る

杜
如
晦
、
房
玄
齡
、
虞
世
南
の
三
名
も
描
か
れ
た
（
註
23
）。

ま
た
、
光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
の
間
に
お
け
る
文
物
を
介
し
た
交
流
は
、【
資
料
1
】

【
資
料
2
】
に
示
さ
れ
る
内
容
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
関
連
す
る
資
料
か
ら
、
例
え
ば
次
の
よ

う
な
事
実
が
判
明
す
る
。

・�

寛
政
十
年
十
月
十
六
日

光
格
天
皇
、
妙
法
院
伝
来
の
「
託
摩
筆
」
の
絹
本
「
文
殊
大

聖
菩
薩
之
像
」
を
拝
す
（
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
』）

・�

寛
政
十
二
年
閏
四
月
二
日

光
格
天
皇
、
真
仁
法
親
王
へ
「
弥
陀
如
来
、
観
音
薩
埵
之

御
影
二
幅
」「
御
古
物
殊
勝
之
尊
影
」
を
返
却
し
、
近
く
出
来
す
る
「
不
動
明
王
副
連
立
」

の
開
眼
供
養
を
下
命
す
る
（
妙
法
院
所
蔵
「
光
格
天
皇
宸
翰
」（
註
24
））

・�

寛
政
十
二
年
十
二
月
十
三
日

真
仁
法
親
王
、
光
格
天
皇
へ
新
刻
の
「
如
意
輪
大
士
一

体
」
を
献
上
す
る
（
妙
法
院
所
蔵
「
光
格
天
皇
宸
翰
」（
註
25
））

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
応
挙
が
描
い
た
《
七
難
七
福
図
巻
》（
重
要
文
化
財
、
京

都
・
相
国
寺
所
蔵
）
を
め
ぐ
る
両
者
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
こ
の
《
七
難
七
福
図
巻
》
は
、
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滋
賀
・
三
井
寺
円
満
院
の
門
主
で
二
条
家
出
身
の
祐
常
が
応
挙
に
命
じ
て
制
作
し
た
も
の

で
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
完
成
と
み
ら
れ
る
。《
七
難
七
福
図
巻
》
に
つ
い
て
は

『
日
次
記
』
天
明
六
年
の
記
事
に
見
え
、
そ
の
七
月
か
ら
八
月
頃
に
円
満
院
か
ら
妙
法
院
へ

と
借
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

光
格
天
皇
は
、
真
仁
法
親
王
か
ら
又
借
り
す
る
形
で
こ
の
《
七
難
七
福
図
巻
》
を
鑑
賞
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
妙
法
院
に
の
こ
る
宸
翰
消
息
か
ら
判
明
す
る
の

で
全
文
を
挙
げ
て
お
く
。

【
資
料
3
】
光
格
天
皇
宸
翰
（
註
26
）（
一
通
、
妙
法
院
所
蔵
）

�

連
日
秋
光
誠
／
可
賞
。
愈
／
安
全
喜
躍
／
無
量
〳
〵
。
猶
／
以
存
保
愛
。
／
抑
明
十
／

八
日
、
将
當
蹴
／
鞠
、
謹
請
／
光
駕
。
書
不
／
盡
言
。
不
乙
。
／
念
秋
十
七
。
／
再

啓
、
刻
限
午
半
／
云
々
。
且
嚮
所
遂
觀
／
之
七
難
一
福
応
挙

画

／
之
図
、
再
請
拝
觀
。
／

即
今
賜
報
簡
／
之
便
、
可
借
賜
之
条
／
希
也
。
／
座
主
宮
。
兼
。

こ
の
消
息
に
は
懸
紙
に
「
寛
政
二
年
／
九
月
十
七
日
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
寛
政
二
年
の
も

の
と
判
明
す
る
。
光
格
天
皇
が
翌
日
の
蹴
鞠
に
兄
を
誘
う
、
ご
く
私
的
な
信
で
あ
る
。
そ
の

誘
い
に
加
え
、
先
日
鑑
賞
し
た
「
七
難
一マ

マ

福
図
巻
」
を
再
び
鑑
賞
し
た
い
、
と
い
う
旨
を
伝

え
て
い
る
。『
日
次
記
』
に
示
さ
れ
る
天
明
六
年
の
例
の
他
に
も
《
七
難
七
福
図
巻
》
が
妙

法
院
へ
と
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
光
格
天
皇
の
叡
覧
に
も
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
（
註
27
）。

以
上
の
よ
う
に
、
光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
の
兄
弟
は
ご
く
親
し
く
交
流
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
度
々
文
物
が
介
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
絵
師
と
も
交
わ
っ

て
い
た
兄
か
ら
、
光
格
天
皇
が
絵
画
の
趣
味
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。《
七
難
七
福
図
巻
》
同
様
、
月
僊
画
に
つ
い
て
も
は
じ
め
真
仁
法
親
王
か
ら
の

献
上
あ
る
い
は
借
用
を
受
け
て
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
み
ず
か
ら
発
注
す
る
に
い
た
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
画
題
の
意
義

次
に
、《
樊
噲
図
》
と
《
学
士
図
》
が
光
格
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
あ
る
い
は
光
格
天
皇
か

ら
注
文
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
、
画
題
か
ら
検
討
し
た
い
。

《
樊
噲
図
》
は
、
前
述
の
と
お
り
鴻
門
の
会
の
故
事
、
な
か
で
も
劉
邦
の
功
臣
で
あ
る
樊

噲
の
武
勇
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
樊
噲
の
活
躍
な
く
し
て
、
劉
邦
が
帝
王
と
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
の
画
題
が
、
忠
臣
の
存
在
な
く
し
て
帝
王
の
存
在
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
含

意
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
光
格
天
皇
に
対
し
て
は
、
臣
下
の
存
在
に
想

い
を
い
た
す
た
め
の
勧
戒
画
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
画
と
と
も
に
真
仁
法
親
王
か
ら
献
上

さ
れ
た
孔
子
画
像
は
、
勧
戒
の
基
調
を
な
す
儒
教
思
想
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
。
兄
は
弟
で

あ
る
弱
冠
十
八
歳
の
天
皇
に
対
し
、
儒
教
的
な
帝
王
と
し
て
の
徳
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
学
士
図
》
は
、
前
述
の
と
お
り
李
世
民
の
文
学
館
に
集
ま
っ
た
学
士
ら
、
す
な
わ
ち
李

世
民
の
皇
帝
即
位
や
そ
の
後
の
治
世
を
支
え
た
人
々
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
《
樊

噲
図
》
同
様
、
忠
臣
を
重
ん
じ
る
と
い
う
儒
教
的
な
思
想
に
基
づ
い
た
画
題
と
い
え
る
。
傍

系
か
ら
践
祚
し
た
光
格
天
皇
は
、「
眇
々
た
る
傍
支
の
身
」
か
ら
「
不
測
の
天
運
に
よ
り
、

辱
く
至
尊
の
宝
位
に
登
る
」
と
自
認
し
て
お
り
（
註
28
）、
兄
・
李
建
成
を
排
除
し
て
帝
位
に

つ
き
、
貞
観
の
治
を
現
出
し
た
李
世
民
を
亀
鑑
と
考
え
た
と
し
て
不
思
議
で
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
御
所
が
ほ
と
ん
ど
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
に
そ

の
直
後
に
は
多
く
の
絵
画
や
調
度
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
真
仁
法
親
王

に
よ
る
《
樊
噲
図
》
の
献
上
は
、
こ
う
し
た
欠
を
補
う
側
面
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

よ
う
。
献
上
の
あ
っ
た
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
六
月
十
四
日
、
ま
だ
新
造
内
裏
へ
の
移
徙

は
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
光
格
天
皇
の
実
弟
で
あ
る
盈え

い

仁に
ん

法
親
王
が
門
跡
を
つ
と
め
る
聖

護
院
が
仮
御
所
に
な
っ
て
い
た
。
光
格
天
皇
が
《
十
八
学
士
文
会
図
》
を
「
急
々
」
に
欲
し

た
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
や
は
り
機
能
を
代
替
で
き
る
絵
画
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
（
註
29
）。

と
こ
ろ
で
、
光
格
天
皇
は
中
国
の
史
書
を
率
先
し
て
学
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
寛
政
元
年

か
ら
翌
年
に
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
会
読
を
お
こ
な
い
、
同
四
年
に
は
『
十
八
史
略
』
と

『
貞
観
政
要
』
を
、
同
七
年
に
は
『
漢
書
』
の
会
読
を
、
定
期
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る

（
註
30
）。

光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
と
の
間
に
も
、
こ
う
し
た
史
書
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

す
る
。《
樊
噲
図
》
の
献
上
か
ら
一
ヶ
月
に
も
満
た
な
い
、
寛
政
元
年
七
月
十
日
付
の
消
息

（
妙
法
院
所
蔵
（
註
31
））
に
お
い
て
は
、
光
格
天
皇
が
真
仁
法
親
王
に
、
盆
で
多
用
な
た
め
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「
唐
鑑
会
読
」
を
延
期
し
た
い
こ
と
を
申
し
入
れ
、
ま
た
せ
っ
か
く
お
越
し
に
な
っ
て
も

「
談
話
も
出
来
兼
」
ね
る
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。
さ
ら
に
同
月
二
十
日
付
の
消
息
（
妙
法
院

所
蔵
（
註
32
））
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
日
に
話
題
に
上
っ
た
「
十
八
史
略
一
部
」
を
真
仁
法

親
王
に
贈
っ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
書
物
に
《
樊
噲
図
》
と
《
学
士
図
》
の
典
拠
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。《
樊
噲
図
》
に
描
か
れ
る
鴻
門
の
会
の
故
事
は
前
漢
・
司
馬
遷
の
『
史
記
』

が
最
古
の
記
録
で
あ
る
が
、
後
漢
・
班
固
に
よ
る
『
漢
書
』「
樊
酈
滕
灌
傅
靳
周
傳
」
や
南

宋
・
曾
先
之
に
よ
る
『
十
八
史
略
』
に
も
著
録
さ
れ
る
。
ま
た
太
宗
の
言
行
録
『
貞
観
政

要
』
や
、
唐
代
を
鑑
と
す
る
和
文
の
説
話
集
『
唐
鑑
』
は
、《
学
士
図
》
の
前
提
と
な
る
太

宗
朝
へ
の
聖
代
観
を
養
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
十
八
学
士
文
会
図
」
と
い
う
画
題
は
は
じ
め
、
太
宗
の
命
で
閻
立
本
が
描
い
た
。
寛
政

度
「
賢
聖
障
子
」
の
色
紙
形
に
光
格
天
皇
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

「
賢
聖
障
子
」
が
な
ら
う
と
こ
ろ
の
「
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
」
も
同
様
で
あ
る
。
聖
代
で
あ

る
太
宗
朝
に
淵
源
を
も
ち
、
一
部
人
物
も
重
複
す
る
「
賢
聖
障
子
」
と
《
学
士
図
》
は
、
光

格
天
皇
に
と
っ
て
は
治
世
を
全
う
す
る
上
で
と
も
に
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
禁
裏
に
ゆ
か
り
あ
る
絵
師
に
は
、
光
格
天
皇
の
即
位
時
に
「
孔
雀
牡

丹
屏
風
」
を
描
き
、
寛
政
の
御
所
造
営
で
も
一
門
を
率
い
た
円
山
応
挙
と
そ
の
門
人
の
ほ

か
、
禁
裏
御
絵
師
で
あ
る
木
村
家
や
土
佐
家
、
禁
裏
御
抱
絵
師
で
あ
る
鶴
澤
家
や
京
狩
野
家

が
あ
っ
た
。
と
く
に
土
佐
家
は
兄
・
光
淳
と
弟
・
光
貞
の
二
家
が
そ
れ
ぞ
れ
常
式
御
用
・
臨

時
御
用
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
禁
裏
で
必
要
な
絵
画
は
彼
ら
に
制
作
を
下
命
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
33
）。

し
か
し
、《
学
士
図
》
制
作
に
あ
た
っ
て
は
月
僊
が
選
ば
れ
た
。
描
き
手
と
画
題
の
選
定

に
光
格
天
皇
の
強
い
意
向
が
働
い
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
光
格
天
皇
か
ら
月

僊
に
は
ど
の
よ
う
な
認
識
が
向
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
列
仙
図
賛
』
で
あ
る
。
真
仁
法
親
王
は
、
中
村
則
苗
を
通

し
て
『
列
仙
図
賛
』
を
落
手
し
て
い
た
。《
七
難
七
福
図
巻
》
な
ど
と
同
様
に
、『
列
仙
図

賛
』
も
ま
た
光
格
天
皇
へ
貸
し
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。『
列
仙
図
賛
』
は
明
・
万
暦

二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
刊
の
『
有
象
列
仙
全
伝
』
や
同
三
十
年
刊
の
『
仙
仏
奇
踪
』、

清
・
康
熙
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）
の
『
無
双
譜
』
な
ど
明
～
清
代
の
版
本
を
も
と
と
し
な

が
ら
月
僊
が
翻
案
し
た
、
一
〇
四
名
の
神
仙
図
像
集
で
あ
る
（
註
34
）。『
列
仙
図
賛
』
の
読

者
に
と
っ
て
月
僊
は
、
中
国
の
伝
説
的
な
人
物
画
を
よ
く
す
る
描
き
手
と
認
識
さ
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

『
列
仙
図
賛
』
に
お
け
る
月
僊
の
自
序
は
、
こ
れ
が
か
つ
て
曇
徴
が
も
た
ら
し
、
し
か
し

今
で
は
わ
が
国
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
華
様
の
真
面
目
を
見
る
」
も
の
で
あ
り
、「
時
俗

復
古
の
益
」
の
大
き
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
加
え
て
、
大
典
顕
常
に
よ
る
跋
は
「
間
あ
れ
ば

列
仙
の
伝
を
読
み
、
其
の
故
に
図
を
換
へ
、
出
す
に
新
意
を
以
て
す
」、
つ
ま
り
月
僊
の
図

像
が
単
な
る
先
行
図
像
の
踏
襲
で
な
く
、
自
ら
列
仙
伝
を
読
ん
で
改
め
た
、「
新
意
」
の
こ

も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
註
35
）。

単
な
る
先
行
例
の
踏
襲
で
な
く
、
典
拠
に
基
づ
い
て
「
新
意
」
を
出
し
、
そ
し
て
そ
れ
が

復
古
に
益
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
『
列
仙
図
賛
』
の
性
格
は
、
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ

う
な
光
格
天
皇
の
志
向
性
と
よ
く
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
光
格
天
皇
が
月
僊
に

《
学
士
図
》
の
作
画
を
依
頼
し
た
理
由
と
し
て
、『
列
仙
図
賛
』
や
真
仁
法
親
王
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
《
樊
噲
図
》
な
ど
を
経
て
、
漢
籍
を
も
と
と
す
る
絵
画
に
適
し
た
描
き
手
と
し
て
認

識
し
て
い
た
た
め
と
、
現
時
点
で
は
考
え
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
安
西
雲
煙
が
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
『
近
世
名
家
書
画
談
』
二
編
に
お
い

て
「
月
仙
が
人
物
の
簡
略
な
る
は
、
仙
釈
の
意
に
黙
契
し
て
、
鄙
俚
の
俗
習
に
染
ら
ざ
る

処
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
次
章
で
論
じ
る
月
僊
の
人
物
画
の
特
色
は
し
ば
し
ば
、
整
い
す
ぎ

た
そ
れ
よ
り
も
、
対
象
の
豊
か
な
内
面
性
を
と
ら
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

き
わ
め
て
端
正
に
、
ま
た
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
「
賢
聖
障
子
」
な
ど
を
日
常
的
に
目
に
し

て
い
た
光
格
天
皇
に
は
、
月
僊
の
一
見
野
卑
な
人
物
画
が
よ
り
真
に
迫
っ
て
い
る
と
映
っ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

四
、
表
現
に
つ
い
て

最
後
に
両
作
の
表
現
を
検
討
し
、
月
僊
画
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
探
り
た
い
。

月
僊
の
画
風
に
関
し
て
は
つ
と
に
河
野
元
昭
氏
に
よ
る
論
考
が
あ
り
、
ま
た
初
期
画
風
に

つ
い
て
は
山
口
泰
弘
氏
が
、
初
期
か
ら
自
家
流
の
画
風
を
形
成
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
奥
山

沙
織
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
発
表
し
て
い
る
（
註
36
）。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
承
け
、
月
僊
に
つ
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い
て
の
初
の
本
格
的
な
展
覧
会
「
画
僧
月
遷
」
が
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
か
ら
翌
年
に

か
け
名
古
屋
市
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
展
を
担
当
さ
れ
た
横
尾
拓
真
氏
が
編

集
・
執
筆
し
た
図
録
が
、
月
僊
研
究
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
（
註
37
）。

月
僊
は
名
古
屋
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
七
歳
で
出
家
す
る
と
若
く
し
て
江
戸
・
増
上
寺
の
学

寮
で
学
び
、
こ
こ
で
増
上
寺
第
四
十
六
世
・
妙
誉
定
月
の
知
遇
を
得
、「
月
」
の
字
を
も

ら
っ
た
。
妙
誉
自
身
も
絵
を
よ
く
し
た
た
め
、
月
僊
も
妙
誉
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
本
格
的
に
は
雪
舟
流
の
桜
井
雪
館
に
作
画
を
学
ん
だ
。
安
永
元
年

（
一
七
七
二
、
お
よ
そ
三
十
二
歳
）
頃
に
は
江
戸
を
離
れ
て
京
都
へ
上
り
、
二
年
後
に
は
寂

照
寺
に
入
寺
し
た
。
以
降
、
寂
照
寺
と
伊
勢
長
島
や
京
都
な
ど
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
多
く

の
絵
師
・
学
者
ら
と
交
わ
り
、
画
風
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

月
僊
人
物
画
の
画
風
変
遷
に
つ
い
て
は
、〈
最
初
期
〉〈
初
期
〉〈
中
期
〉〈
盛
期
〉〈
晩
期
〉

の
五
段
階
と
す
る
説
が
横
尾
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
推
移
を
大
ま
か
に
示
す

と
、
雪
館
の
画
風
を
学
ん
だ
〈
最
初
期
〉、
京
都
に
上
っ
て
応
挙
画
風
の
洗
礼
を
受
け
た

〈
初
期
〉
を
経
て
、
陰
影
や
毛
描
き
な
ど
に
丁
寧
な
描
写
を
み
る
〈
中
期
〉（
お
お
む
ね
天
明

年
間
＝
一
七
八
一
～
八
九
）
が
あ
り
、
過
渡
的
な
画
風
の
〈
盛
期
〉（
寛
政
年
間
＝

一
七
八
九
～
一
八
〇
一
の
初
期
）
が
あ
り
、
簡
略
化
が
進
み
、
渇
筆
を
多
用
す
る
〈
晩
期
〉

（
寛
政
年
間
の
後
半
以
降
）
が
あ
る
。
と
く
に
〈
晩
期
〉
の
人
物
画
は
、
田
能
村
竹
田
が

「
簡
に
し
て
疎
朗
、
迫
塞
の
処
な
し
」（『
山
中
人
饒
舌
』）
と
評
す
る
よ
う
に
、
と
き
に
粗
雑

と
い
え
る
ほ
ど
簡
略
化
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
飄
々
と
し
て
枯
淡
な
、
も
し
く
は
快
活
な
雰

囲
気
を
湛
え
た
独
特
な
表
現
を
と
る
も
の
で
、
該
当
期
の
多
作
さ
も
相
ま
っ
て
も
っ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

月
僊
が
京
都
へ
移
り
自
家
流
の
画
風
を
形
成
す
る
際
、
応
挙
に
直
接
師
事
し
た
と
す
る
見

方
が
従
前
大
半
で
あ
る
が
、
実
は
同
時
代
資
料
に
乏
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
横
尾
氏
は
、

や
は
り
応
挙
画
の
影
響
が
と
く
に
強
か
っ
た
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
師
弟
関
係
を
示
す
資
料
が

な
い
こ
と
か
ら
私
淑
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
確
か
に
、
月
僊
の
人
物
画
に
は
淡

彩
を
駆
使
し
た
陰
影
表
現
や
細
か
な
毛
描
き
な
ど
、
応
挙
画
に
共
通
す
る
実
在
感
へ
の
指
向

性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
師
事
の
事
実
を
裏
付
け
る
資
料
や
実
作
例
を
見
出
し
難
い
現

状
に
あ
っ
て
、
応
挙
画
受
容
ば
か
り
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
も
の
の
、
応
挙
と

月
僊
に
合
作
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
両
者
が
漢
学
者
な
ど
を
交
え
て
同
じ
場
を

共
有
し
、
互
い
の
作
画
に
触
れ
合
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

村
瀬
栲
亭
に
「
古
楊
青
鶴雛
図
」
と
い
う
五
言
絶
句
が
あ
る
が
、
そ
の
画
は
月
僊
に
画
を
学
ん

だ
京
都
の
豪
商
「
岐
阜
屋
」
こ
と
世
継
寂
窓
の
所
蔵
で
、
応
挙
が
青
鶴雛
を
、
月
僊
が
古
楊
を

描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
註
38
）。

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
紹
介
し
た
両
作
の
表
現
を
見
て
い
き
た
い
。

四
─
一
、《
樊
噲
図
》

月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
は
前
述
の
と
お
り
、
左
手
で
門
を
押
し
、
項
羽
の
陣
を
破
る
樊
噲
を

描
く
。
と
こ
ろ
で
樊
噲
が
「
門
を
押
す
」
こ
と
に
つ
い
て
は
漢
籍
に
記
述
が
な
く
、
も
っ
ぱ

ら
わ
が
国
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
松
葉
涼
子
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
註
39
）。
そ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
樊
噲
門
破
り
図
」
の
な
か
で
、
月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
に
近

い
も
の
と
し
て
は
橘
守
国
に
よ
る
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊
行
の
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
巻

之
二
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
8
）（
註
40
）。
こ
こ
で
樊
噲
は
、
甲
冑
を
着
し
、
左
手
に
鬼
面
の

図8 『絵本鶯宿梅』巻之二「樊噲」、東京藝術大学図書館本
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つ
い
た
盾
を
抱
え
て
、
右
手
で
門
を
押
し
て
い
る
。
月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
は
、
樊
噲
の
服
装

や
、
右
手
に
盾
を
抱
え
て
右
手
で
門
を
押
す
点
、
門
が
外
れ
て
、
そ
の
向
こ
う
側
で
抵
抗
し

て
い
た
衛
士
が
倒
れ
こ
ん
で
い
る
点
な
ど
が
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
と
異
な
る
も
の
の
、
基
本
的

な
構
図
は
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
わ
が
国
の
版
本
な
ど
に
よ
っ
て
定
着
し

て
い
た
「
樊
噲
門
破
り
図
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
樊
噲
門
破
り
図
」
は
、『
絵
本
鶯
宿
梅
』
の
ほ
か
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

刊
の
大
森
善
清
『
あ
や
ね
竹
』
な
ど
に
も
同
趣
の
図
が
載
る
。
た
だ
し
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
に

は
、「
張
飛
曹
操
陣
を
罵
る
」
と
題
さ
れ
た
図
が
あ
り
、
こ
れ
が
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

に
禁
裏
か
ら
注
文
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
応
挙
筆
《
張
飛
図
》（
当
館
収
蔵
）
に
酷
似
し
て

い
る
（
註
41
）。
こ
の
よ
う
に
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
は
、
図
像
集
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
今
後
、
よ
り
直
接
的
な
典
拠
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
か

も
し
れ
ず
検
討
の
余
地
が
残
る
が
、
現
時

点
で
は
月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
の
図
像
源
と

し
て
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
を
想
定
し
て
お
き

た
い
。
ま
た
、『
絵
本
鶯
宿
梅
』
に
な
い

描
写
、
た
と
え
ば
倒
れ
こ
む
衛
士
の
表
現

は
『
史
記
』
の
記
述
「
衛
士
仆
地
」
に
該

当
し
、
ま
さ
に
漢
籍
を
読
ん
で
月
僊
が
描

き
加
え
た
「
新
意
」
に
あ
た
る
可
能
性
が

あ
る
。

さ
て
、
月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
は
、
地
面

や
扉
の
奥
な
ど
を
や
や
淡
い
墨
色
に
塗
り

込
め
る
特
殊
な
表
現
を
と
る
。
縦
方
向
に

認
め
ら
れ
る
筆
跡
か
ら
、
水
を
多
く
ふ
く

ま
せ
た
筆
を
用
い
て
塗
ら
れ
た
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
表
現
は
、
月

僊
筆
《
仁
王
図
》（
個
人
蔵
）
や
同
筆

《
十
六
羅
漢
図
》（
三
重
県
立
美
術
館
所

蔵
、
小
津
家
旧
蔵
）
な
ど
に
も
採
用
さ
れ

て
お
り
、
主
題
と
な
る
人
物
を
際
立
て
る

効
果
を
生
ん
で
い
る
（
註
42
）。
ま
た
人
物

の
衣
紋
に
は
濃
く
、
勢
い
の
あ
る
墨
線
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
樊
噲
の
衣
の

裾
の
太
い
衣
紋
線
は
、
作
品
全
体
の
も
つ

力
強
い
印
象
に
寄
与
し
て
い
る
。

樊
噲
の
面
貌
（
図
9
）
に
注
目
す
る

と
、
大
き
く
描
か
れ
た
瞳
や
鼻
、
口
な
ど

の
五
官
や
、
渇
筆
を
用
い
る
頭
髪
な
ど
が

や
は
り
力
強
い
印
象
を
与
え
る
。
そ
の
一

方
で
、
こ
れ
ら
の
各
部
分
の
凹
凸
に
あ
わ

せ
て
施
さ
れ
た
陰
影
や
、
強
い
肥
痩
で
帽

子
の
皺
を
あ
ら
わ
す
墨
線
な
ど
は
実
に
巧

妙
と
い
え
る
。
盾
を
抱
え
る
右
手
に
注
目
す
る
と
、
絵
具
の
濃
淡
の
み
で
骨
ば
っ
た
手
の
甲

を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
応
挙
画
に
通
ず
る
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る

（
註
43
）。
こ
う
し
た
陰
影
や
、
か
す
れ
を
伴
う
肥
痩
の
強
い
墨
線
な
ど
が
画
面
の
随
所
に
効

果
的
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
甲
冑
の
輪
郭
線
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
金
泥
を
塗
る
点
な
ど
は
入

念
で
あ
り
、
注
文
画
に
ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
出
来
を
示
す
と
い
え
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
、
大
き
な
瞳
が
特
徴
的
な
樊
噲
の
面
貌
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
月
僊

筆
《
芦
葉
達
磨
図
》（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
、
図
10
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
芦
の
葉
に
乗
っ

て
海
上
を
往
く
朱
衣
の
達
磨
を
描
く
も
の
で
、
名
古
屋
萬
松
寺
の
僧
・
龍
霊
瑞
に
よ
る
寛
政

図9 《樊噲図》部分

図10 �月僊筆《芦葉達磨図》� �
名古屋市博物館蔵

図11 《芦葉達磨図》部分
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元
年
（
一
七
八
九
）
の
賛
が
あ
る
。
横
尾
氏
は
「
破
綻
の
な
い
造
形
、
濃
厚
な
賦
彩
、
勢
い

の
あ
る
流
麗
な
線
描
な
ど
」
が
天
明
期
の
特
徴
を
示
し
つ
つ
も
、「
肉
身
の
陰
影
に
見
る
色

調
は
、
や
や
薄
目
に
移
行
し
て
お
り
、
毛
描
き
も
初
期
の
作
例
ほ
ど
は
緻
密
で
な
い
」
こ
と

か
ら
寛
政
期
の
画
風
に
も
つ
な
が
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
制
作
年
代
を
、
着
賛
年
代
を
大
き

く
遡
ら
な
い
時
期
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

《
樊
噲
図
》
と
《
芦
葉
達
磨
図
》
の
面
貌
（
図
11
）
を
比
較
し
た
と
き
、
両
者
と
も
に
瞳

は
大
き
く
丸
い
点
、
鼻
は
幅
が
広
く
左
の
小
鼻
ま
で
が
描
か
れ
る
点
、
口
は
真
一
文
字
で
口

角
が
筆
の
く
せ
で
や
や
小
さ
く
上
に
跳
ね
る
点
な
ど
、
酷
似
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
紙

本
と
絹
本
と
い
う
基
底
材
の
違
い
に
起
因
す
る
印
象
の
差
は
拭
え
な
い
も
の
の
、
陰
影
の
つ

け
方
や
、
細
い
渇
筆
と
湿
潤
な
淡
墨
を
併
用
す
る
毛
髪
の
描
き
方
な
ど
、
両
者
の
表
現
の
志

向
も
お
お
む
ね
一
致
す
る
。《
樊
噲
図
》
が
真
仁
法
親
王
か
ら
光
格
天
皇
へ
贈
ら
れ
た
寛
政

元
年
は
、
ま
さ
し
く
《
芦
葉
達
磨
図
》
が
着
賛
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
こ
の

時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

面
貌
の
造
形
を
類
似
さ
せ
る
こ
の
他
の
作
例
に
、
天
明
年
間
と
推
測
さ
れ
る
月
僊
筆
《
関

羽
・
張
飛
・
玄
徳
図
》
三
幅
対
（
愛
知
・
随
念
寺
所
蔵
）
の
う
ち
張
飛
図
や
、
同
じ
く
天
明

年
間
と
推
測
さ
れ
る
同
筆
《
関
羽
図
》（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
の
、
関
羽
の
傍
ら
で
青

龍
偃
月
刀
を
持
つ
周
倉
、
寛
政
初
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る
同
筆
《
維
摩
居
士
像
》（
三
重
・

寂
照
寺
所
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
寛
政
三
年
の
年
記
の
あ
る
同
筆
《
人
物
図

衝
立
》（
三
重
・
射
和
文
庫
所
蔵
）
に
描
か
れ
る
鐘
離
権
と
さ
れ
る
人
物
に
も
似
た
造
形
が

用
い
ら
れ
る
が
、
や
や
面
長
で
淡
白
で
あ
り
、
す
で
に
〈
晩
期
〉
の
画
風
に
傾
い
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
以
上
よ
り
、《
樊
噲
図
》
や
《
芦
葉
達
磨
図
》
の
面
貌
は
月
僊
が
〈
中
期
〉

に
描
い
た
中
国
故
事
人
物
の
典
型
の
一
つ
を
示
し
て
お
り
、
先
に
推
定
し
た
制
作
年
代
も
妥

当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、《
樊
噲
図
》
で
は
樊
噲
が
破
っ
た
門
の
向
こ
う
に
四
名
の
衛
士
が
描
か
れ
る
が
、

倒
れ
込
ん
で
歯
を
見
せ
、
愛
嬌
の
あ
る
笑
み
を
浮
か
べ
る
も
の
な
ど
が
印
象
的
で
あ
り
、

堂
々
た
る
樊
噲
と
の
対
照
が
画
面
に
お
も
し
ろ
み
を
与
え
て
い
る
。
衛
士
ら
の
姿
勢
の
描
き

分
け
や
諧
謔
的
な
表
情
は
、
や
は
り
天
明
後
期
か
ら
寛
政
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、《
釈

尊
図
》（
個
人
蔵
、
図
12
）
の
蓮
華
座
を
支
え
る
邪
鬼
（
図
13
）
に
類
す
る
。

図12 月僊筆《釈尊図》個人蔵

四
─
二
、《
十
八
学
士
文
会
図
》

《
学
士
図
》
は
、《
樊
噲
図
》
と
異
な
り
絹
本
で
あ

り
、
背
景
や
地
面
に
は
何
も
描
か
ず
、
人
物
も
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
画
面
の
構
成

に
近
似
す
る
も
の
と
し
て
は
、
月
僊
筆
《
飲
中
八
仙

図
》（
個
人
蔵
）、
同
筆
《
飲
中
八
仙
図
》（
滋
賀
県
立

琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
）、
同
筆
《
香
山
九
老
図
》（
個
人

蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
〈
晩

期
〉
の
人
物
画
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
寛
政
後
半
以

降
の
作
と
さ
れ
て
い
る
（
註
44
）。
前
述
の
通
り
、《
学

士
図
》
は
寛
政
十
一
年
（
一
八
〇
〇
）
に
光
格
天
皇
が

注
文
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
が
、
画

風
の
面
で
も
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

《
学
士
図
》
は
、《
飲
中
八
仙
図
》
や
《
香
山
九
老

図
》
と
同
様
に
、
唐
代
の
文
人
に
よ
る
雅
集
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、《
学
士
図
》
は
こ
う
し
た
主
題
に
用
い
ら
れ
る
定
型
に
当
て
は

め
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
図
は
お
そ
ら
く
特
定
の
版
本
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
と
想
像
さ
れ
る
。

表
現
を
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
。
人
物
が
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
描
か
れ
る
と
前
述
し
た 図13 《釈尊図》部分
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が
、
実
際
に
は
李
世
民
が
や
や
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
前
方
に
空
間
の
あ
る
こ
と
も

相
ま
っ
て
画
面
全
体
を
求
心
し
て
い
る
。
そ
の
面
貌
（
図
14
）
に
注
目
す
る
と
、
簡
略
な
輪

郭
線
で
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
一
方
、
色
の
異
な
る
数
種
類
の
淡
彩
で
か
な

り
入
念
に
陰
影
を
表
現
す
る
。
少
な
い
筆
数
で
、
の
ち
の
帝
王
た
る
堂
々
と
し
た
貴
人
の
相

を
描
き
出
し
て
い
る
。

こ
の
李
世
民
の
面
貌
に
よ
く
似
る
も
の
に
、
月
僊
筆
《
周

し
ゅ
う

公こ
う

旦た
ん

卜ぼ
く

洛ら
く

図
》（
個
人
蔵
、
図

15
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
正
確
な
画
題
は
不
明
で
あ
る
が
（
註
45
）、
中
央
に
は
、
冕
冠
を
被
っ

て
拱
手
す
る
帝
王
風
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
16
）。
こ
れ
を
《
学
士
図
》
の
李
世
民

と
比
較
す
る
と
、
各
部
の
造
形
や
ひ
げ
の
生
え
る
位
置
な
ど
が
一
致
す
る
反
面
、《
学
士
図
》

で
は
よ
り
丁
寧
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
陰
影
が
よ
り
入
念
に

重
ね
ら
れ
、
目
や
そ
の
周
辺
を
よ
り
詳
細
に
描
き
、
顎
ひ
げ
だ
け
で
な
く
口
ひ
げ
や
頬
ひ
げ

に
も
淡
墨
と
線
描
を
併
用
す
る
描
法
を
と
る
。《
周
公
旦
卜
洛
図
》
は
〈
晩
期
〉
に
典
型
的

な
簡
略
な
人
物
表
現
を
と
り
つ
つ
も
、
横
尾
氏
は
「
同
時
代
の
作
品
と
比
べ
る
と
丁
寧
に
仕

上
げ
て
い
る
」
と
評
す
る
が
、《
学
士
図
》
は
勅
命
だ
け
あ
っ
て
さ
ら
に
一
層
丁
寧
に
描
か

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

輪
郭
を
か
た
ど
る
墨
線
に
注
目
す
る
と
、
多
く
の
部
分
で
淡
彩
に
重
ね
る
よ
う
に
引
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
李
世
民
の
後
ろ
で
翳
を
持
つ
二
名
の
う
ち
一
名
の
面
貌

に
注
目
す
る
と
、
窪
み
に
な
る
箇
所
に
は
淡
彩
を
幾
度
か
塗
り
重
ね
て
陰
影
を
表
現
す
る

が
、
そ
の
淡
彩
が
顎
か
ら
右
目
ま
で
連
続
し
て
塗
ら
れ
て
お
り
、
半
ば
輪
郭
線
の
よ
う
な
役

図14 《学士図》部分

図15 月僊筆《周公旦卜洛図》個人蔵図16 《周公旦卜洛図》部分



42

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
（
図
17
）。
そ
の
上
か
ら
描
き
起
こ
す
か
の
よ
う
に

墨
線
が
引
か
れ
る
が
、
実
に
細
く
、
あ
く
ま
で
補
助
的
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
背
後
の
人
物
の

右
腕
に
注
目
す
る
と
、
衣
紋
の
陰
影
を
表
現
す
る
淡
墨
が
単
な
る
陰
影
表
現
を
越
え
、
そ
の

上
に
重
ね
ら
れ
た
濃
墨
の
線
と
同
程
度
に
輪
郭
線
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
《
学
士
図
》
で
は
、
多
用
さ
れ
る
淡
彩
の
塗
り
重
ね
が
、
表
現
の
う
ち
大
き
な
部
分

を
担
っ
て
い
る
。

陰
影
と
線
描
を
駆
使
し
た
丁
寧
な
描
法
は
、
李
世
民
や
そ
の
侍
従
の
み
な
ら
ず
、
学
士
ら

で
も
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
線
描
の
質
に
は
人
物
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
、
李
世
民
を
は
じ
め
と
し
て
陰
影
と
線
描
が
調
和
し
て
い
る
人
物
が
い
る
一
方

で
、
線
描
が
や
や
粗
雑
に
過
ぎ
る
た
め
に
表
情
が
硬
い
人
物
も
い
る
（
図
18
）。

《
学
士
図
》
に
は
総
勢
二
十
四
名
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
人
ひ
と
り
に
表
情
や

造
形
の
違
い
が
あ
り
、
ま
た
背
後
や
側
面
か
ら
も
巧
み
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、
群
像
と
し
て

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
前
述
し
た
《
飲
中
八
仙
図
》
や
《
香
山
九
老
図
》
の
ほ
か
、
月
僊

筆
《
琴
棋
書
画
図
（
松
下
百
老
）》（
桑
名
市
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
、
月
僊
の
群
像
で
は
通
有

の
手
法
で
あ
る
が
、《
学
士
図
》
で
は
丁
寧
に
描
か
れ
た
毛
髪
や
陰
影
と
相
ま
っ
て
と
く
に

効
果
的
と
い
え
る
。

最
後
に
器
物
に
注
目
す
る
。
例
え
ば
、
李
世
民
の
後
ろ
で
侍
従
が
も
つ
翳
に
は
、
金
泥
を

面
的
に
用
い
た
り
、
直
線
的
に
用
い
た
り
、
ぼ
か
し
て
用
い
た
り
と
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
翳
に
は
簡
略
化
さ
れ
た
龍
の
よ
う
な
生
物
が
描
か
れ
る
。
同
様
の
も
の

は
、《
周
公
旦
卜
洛
図
》
や
琵
琶
湖
文
化
館
本
の
《
飲
中
八
仙
図
》
な
ど
に
も
描
か
れ
る

が
、《
学
士
図
》
の
も
の
が
も
っ
と
も
詳
細
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
画
面
右
方
に
は
、
提

盒
や
桃
な
ど
、
李
世
民
が
差
し
入
れ
た
「
珍
膳
」
を
乗
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
円
机
が
描
か

れ
る
。
珊
瑚
の
さ
さ
っ
た
瓶
や
巻
子
、
冊
子
な
ど
を
乗
せ
た
文
台
が
学
士
た
ち
の
中
心
に
置

か
れ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
円
机
は
学
士
た
ち
の
環
か
ら
外
れ
て
お
り
、
享
楽
よ
り
も
知
的

な
営
み
を
重
ん
ず
る
学
士
た
ち
の
性
格
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
文
台
上
に
青
銅
器
を
思
わ
せ

る
器
物
が
い
く
つ
か
見
え
る
の
は
、
古
代
を
表
象
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
器
物
の
細
部
を
見
る
と
、
円
机
上
の
水
注
は
濃
厚
に
群
青
を
塗
り
込
め
る
だ
け
で
な

く
緑
青
を
散
ら
す
、
文
台
上
の
金
色
の
水
注
は
金
泥
の
下
に
丹
色
の
顔
料
を
施
す
な
ど
、
特

有
の
描
法
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
絵
具
を
工
夫
し
て
質
感
の
再
現
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。

総
じ
て
、《
学
士
図
》
は
〈
晩
期
〉
の
粗
放
な
人
物
描
写
の
典
型
を
示
し
て
お
り
、
一
見

し
て
淡
白
な
印
象
を
与
え
る
も
の
の
、
随
所
に
描
写
の
丁
寧
さ
や
構
図
の
妙
を
見
せ
て
お

り
、
勅
命
に
ふ
さ
わ
し
い
周
到
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
光
格
天
皇
は
【
資
料
2
】
の
注
文
に
お
い
て
、
水
墨
主
体
の
表
現
を
想
起
さ
せ
る

「
墨
絵
附
立
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
、《
学
士
図
》
で
は
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
よ
う
に

は
思
わ
れ
な
い
。
仮
に
月
僊
が
そ
の
依
頼
に
応
え
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

が
あ
っ
た
の
か
は
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、《
樊
噲
図
》
と
《
学
士
図
》
は
そ
れ
ぞ
れ
【
資
料
1
】【
資
料
2
】
か
ら

推
測
さ
れ
る
制
作
年
代
と
月
僊
の
画
風
推
移
と
が
一
致
し
て
お
り
、
前
者
が
寛
政
元
年
こ

ろ
、
後
者
が
同
十
一
年
こ
ろ
の
作
品
と
し
て
間
違
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
月
僊
人
物
画

の
各
期
の
様
式
を
反
映
し
つ
つ
も
細
部
に
は
丁
寧
な
描
写
が
看
取
さ
れ
、
注
文
に
応
じ
て
真

摯
に
描
い
た
も
の
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
年
代
と
注
文
主
の
絞
れ
る
と
い
う
点
は
、
両
作
が

〈
中
期
〉
と
〈
晩
期
〉
の
代
表
作
と
し
て
も
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
両
作
の
支
持
体
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
紙
本
の
《
樊
噲
図
》、
絹
本

図18 《学士図》部分

図17 《学士図》部分
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の
《
学
士
図
》
は
と
も
に
大
画
面
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
紙
に
は
継
ぎ
目
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、【
資
料
2
】
と
と
も
に
、
光
格
天
皇
か
ら
注
文
を
仲
介
し
た
真
仁

法
親
王
へ
「
絹
地
一
幅
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
大
き

な
画
面
寸
法
は
、
妙
法
院
や
御
所
な
ど
特
定
の
場
所
で
懸
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
真
仁
法

親
王
や
光
格
天
皇
が
指
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
く
に
《
学
士
図
》
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
丁
寧
な
描
写
や
巧
み
な
構
図
を
有
し
て
い
る

が
、
画
面
の
上
部
と
左
右
の
三
方
に
は
広
い
余
白
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
余
白
は
、
光
格

天
皇
が
用
意
し
た
絹
地
に
あ
わ
せ
て
描
い
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
絹
目
に

も
注
目
す
る
と
、
太
い
緯
一
本
に
対
し
、
経
二
本
が
引
き
揃
え
ら
れ
た
も
の
（
筬
目
二
つ
入

り
）
で
あ
り
、
通
常
の
絵
絹
で
あ
る
（
註
46
）。
経
緯
と
も
に
扁
平
で
あ
り
、
絹
目
は
横
長
で

よ
く
詰
ん
で
い
る
（
図
19
）。
こ
の
時
期
の
禁
裏
で
調
達
さ
れ
た
絵
絹
の
例
と
し
て
、
記
憶

し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
当
館
収
蔵
の
月
僊
筆
《
樊
噲
図
》
と
《
学
士
図
》
に
つ
い
て
、
注
文
主
に
あ
た
る

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
や
光
格
天
皇
に
と
っ
て
の
意
義
や
、
月
僊
画
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

検
討
し
て
き
た
。

両
作
は
制
作
時
期
が
明
ら
か
で
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
月
僊
人
物
画
風
の

典
型
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
天
皇
や
法
親
王
か
ら
の
注
文
に
応
え
よ
う
と
丁
寧
な

描
写
を
試
み
た
最
高
級
品
と
い
え
る
も
の
で
、
月
僊
画
と
し
て
非
常
に
重
要
な
作
例
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
方
、
注
文
主
と
い
う
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
両
作
が
光
格
天
皇
へ
の
勧
戒
的
要
素
を
も
つ

と
い
う
点
が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
真
仁
法
親
王
や
光
格
天
皇
が
君
主
と
し
て
の
徳
に
自
覚

的
で
あ
り
、
絵
画
に
対
し
て
そ
の
効
用
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
《
学
士
図
》
に
つ
い
て
は
、
天
皇
み
ず
か
ら
在
野
の
描
き
手
に
依
頼
し
、
画
題
、
描
き
ぶ

り
に
つ
い
て
も
注
文
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を
そ
の
結
果
と
と
も
に
今
に
伝
え
る
作
例
で
あ

り
、
美
術
史
上
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

両
作
は
他
に
例
の
な
い
情
報
を
豊
富
に
秘
め
て
お
り
、
近
世
の
禁
裏
や
門
跡
寺
院
、
公
家

社
会
に
お
け
る
書
画
文
化
の
諸
相
を
探
る
上
で
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。

�

（
じ
ょ
う
し
ま 

さ
と
し

当
館
学
芸
部
管
理
・
情
報
課
研
究
員
）

《
附
記
》

本
稿
執
筆
に
ま
つ
わ
る
作
品
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
大
道
観
健
様
（
三
十
三
間
堂
本
坊
・
妙
法
院
門

跡
）、
横
尾
拓
真
様
（
名
古
屋
市
博
物
館
）、
個
人
所
蔵
者
様
に
多
大
な
る
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末

筆
な
が
ら
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）�

光
格
天
皇
の
芸
文
に
つ
い
て
は
、
藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四

年
）、
霞
会
館
資
料
展
示
委
員
会
編
『
光
格
天
皇
と
幻
の
将
軍
─
京
都
・
日
光
・
例
幣
使
』（
霞
会

館
資
料
第
二
十
四
輯
、
二
〇
〇
一
年
）
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
─
光
格
天
皇
と
加
茂
季

鷹
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、
飯
倉
洋
一
・
盛
田
帝
子
編
『
文
化
史
の
な
か
の
光

格
天
皇
─
朝
儀
復
興
を
支
え
た
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
ほ
か
。

（
2
）�

真
仁
法
親
王
の
芸
文
に
つ
い
て
は
、
今
中
寛
治
「「
妙
法
院
真
仁
親
王
御
直
日
記
」
に
現
れ
た
写

生
派
絵
師
た
ち
〔
含�

抜
萃
翻
刻
〕」（『
文
化
学
年
報
』
二
三
・
二
四
、
同
志
社
大
学
文
化
学
会
、

一
九
七
五
年
三
月
、
一
～
三
一
頁
）、
宗
政
五
十
緒
「
真
仁
法
親
王
を
め
ぐ
る
藝
文
家
た
ち
」

（『
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
』、
未
来
社
、
一
九
七
七
年
）、
飯
倉
洋
一
「
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
の

図19 《学士図》絹目
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文
芸
交
流
─
『
妙
法
院
日
次
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
、
和
歌
を
中
心
に
」（
前
掲
註
1
『
文
化

史
の
な
か
の
光
格
天
皇
』）、
鈴
木
淳
「
小
沢
蘆
庵
と
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
」（
同
前
）、
杉
本
欣

久
「
妙
法
院
門
跡
・
真
仁
法
親
王
と
円
山
応
挙
の
門
人
た
ち
─
円
山
応
瑞
・
呉
春
・
中
村
則
苗
・

長
沢
芦
雪
・
源
琦
─
」（『
古
文
化
研
究
』、
黒
川
古
文
化
研
究
、
二
〇
一
七
年
、
九
九
～
一
七
〇

頁
）
ほ
か
。

（
3
）�

こ
の
う
ち
《
学
士
図
》
は
、
令
和
六
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
月
二
十
七
日
に
北
海
道
立
近
代
美

術
館
（
札
幌
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
展

皇
室
の
至
宝

北
海
道
ゆ
か
り
の

名
品
」
展
（
主
催
：
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、
テ
レ
ビ
北
海
道
、
北
海
道
新
聞
社
、
日
本
経
済
新

聞
社
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
）
に
て
初
公
開
し
、
本
稿
筆
者
が
解
説
を
執
筆
し
た
。《
樊
噲
図
》

は
本
稿
に
お
い
て
初
紹
介
。

（
4
）�

月
僊
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
横
尾
拓
真
氏
が
執
筆
・
編
集
し
た
図
録
『
特
別
展

画
僧
月
遷
』

（
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
が
論
考
、
図
版
、
印
譜
な
ど
も
っ
と
も
充
実
し
た
参
考
文

献
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
5
）�

以
下
に
、『
史
記
』
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。
北
京
・
中
華
書
局
本
（
一
九
五
九
年
）
を
参
照

し
、
日
本
の
常
用
漢
字
に
改
め
、
人
名
に
傍
線
を
付
し
た
。

�
�

於
是
張
良
至
軍
門
、
見
樊
噲
。
樊
噲
曰
、「
今
日
之
事
何
如
。」
良
曰
、「
甚
急
。
今
者
項
荘

抜
剣
舞
、
其
意
常
在
沛
公
也
。」
噲
曰
、「
此
迫
矣
、
臣
請
入
、
与
之
同
命
。」
噲
即
帯
剣
擁

盾
入
軍
門
。
交
戟
之
衛
士
欲
止
不
内
、
樊
噲
側
其
盾
以
撞
、
衛
士
仆
地
、
噲
遂
入
、
披
帷
西

嚮
立
、
瞋
目
視
項
王
、
頭
髪
上
指
、
目
眥
尽
裂
。

（
6
）�

本
稿
で
取
り
上
げ
る
光
格
天
皇
の
宸
翰
は
、『
宸
筆
集
』
下
（
京
都
府
、
一
九
二
二
年
）
や
『
聖

徳
余
光
』（
辻
善
之
助
著
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
、
一
九
四
〇
年
）、『
宸
翰
英
華
』
第
二
冊

（
帝
国
学
士
院
編
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
、
一
九
四
四
年
）、『
帝
室
制
度
史
』
第
六
巻
（
帝

国
学
士
院
、
一
九
四
五
年
）、
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
古
記
録
・
古�

文
書
二
』（
妙
法
院
史
料
第

六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
所
功
編
著
『
光
格
天
皇
関
係
絵
図
集
成
』（
国
書
刊
行

会
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
で
は
『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
文
化

庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
、
二
〇
一
七
年
）
に
お
け
る
名
称
・
番
号
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
7
）�

本
稿
に
お
け
る
書
状
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
註
6
に
挙
げ
た
所
載
書
籍
を
参
照
し
な
が

ら
、
原
文
の
字
体
を
な
る
べ
く
尊
重
す
る
形
で
翻
刻
し
た
。
句
読
点
は
、
本
稿
筆
者
に
よ
る
。

（
8
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
〇
番
。
堅
紙
、
楮
紙
、
縦
三
十
二
・
八
×
横
四
一
・
四
㎝
。

（
9
）�

太
田
彩
「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
へ
─
新
た
な
絵
師
の
活
動
と
継
承
」（『
描
き
継
ぐ
日
本
美
─
円
山

派
の
伝
統
と
発
展
』
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）、
上
嶋
悟
史
「［
作
品
紹
介
］
円
山

応
挙
《
海
辺
図
》」（『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
二
八
号
、
宮
内
庁
、
二
〇
二
二
年
、

一
九
～
二
三
頁
）。

（
10
）�

以
下
に
、『
資
治
通
鑑
』
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。
北
京
・
中
華
書
局
本
（
一
九
五
六
年
）
を
参

照
し
、
日
本
の
常
用
漢
字
に
改
め
、
人
名
に
傍
線
を
付
し
た
。

�
�

世
民
以
海
內
浸
平
、
乃
開
館
於
宮
西
、
延
四
方
文
學
之
士
、
出
教
以
王
府
属
杜
如
晦
、
記
室

房
玄
齢
、
虞
世
南
、
文
学
褚
亮
、
姚
思
廉
、
主
簿
李
玄
道
、
參
軍
蔡
允
恭
、
薛
元
敬
、
顔
相

時
、
諮
議
典
籤
蘇
勖
、
天
策
府
従
事
中
郎
于
志
寧
、
軍
諮
祭
酒
蘇
世
長
、
記
室
薛
收
、
倉
曹

李
守
素
、
国
子
助
教
陸
徳
明
、
孔
穎
達
、
信
都
蓋
文
達
、
宋
州
総
管
府
戸
曹
許
敬
宗
、
並
以

本
官
兼
文
学
館
学
士
、
分
為
三
番
、
更
日
直
宿
、
供
給
珍
膳
、
恩
礼
優
厚
。
世
民
朝
謁
公
事

之
暇
、
輒
至
館
中
、
引
諸
学
士
討
論
文
籍
、
或
夜
分
乃
寝
。
又
使
庫
直
閻
立
本
図
像
、
褚
亮

為
賛
、
号
十
八
学
士
。
士
大
夫
得
預
其
選
者
、
時
人
謂
之
「
登
瀛
洲
」。

（
11
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
三
一
番
。
折
紙
、
楮
紙
、
縦
三
六
・
二
×
横
五
二
・
〇
㎝
。

（
12
）�『
資
料
纂
集

妙
法
院
日
次
記
』（
全
二
五
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
お
よ
び
八
木
書
店
、

一
九
八
四
～
二
〇
一
九
年
）。

（
13
）�

妙
法
院
史
研
究
会
編
『
堯
恭
法
親
王
日
記
・
真
仁
法
親
王
日
記
』（
妙
法
院
史
料
第
四
巻
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。

（
14
）�

前
掲
註
2
杉
本
氏
論
文
。

（
15
）�

横
尾
拓
真
「
画
僧
月
遷
─
名
古
屋
生
の
奇
僧

絵
筆
で
人
々
を
救
う
」（
前
掲
註
4
図
録
所
収
）、

横
尾
拓
真
「
月
僊
作
『
列
仙
図
賛
』
に
つ
い
て
─
序
文
の
検
討
を
中
心
に
」（
板
倉
聖
哲
・
髙
岸

輝
編
『
日
本
美
術
の
つ
く
ら
れ
方
─
佐
藤
康
宏
先
生
の
退
職
に
よ
せ
て
』
羽
鳥
書
店
、
二
〇
二
〇

年
）。

（
16
）�

前
掲
註
2
杉
本
氏
論
文
、
前
掲
註
4
図
録
。

（
17
）�

妙
法
院
史
研
究
会
編
『
古
記
録
・
古�

文
書
二
』（
前
掲
註
6
）。

（
18
）�

真
仁
法
親
王
よ
り
月
僊
へ
作
画
を
注
文
し
た
他
の
例
と
し
て
、
次
に
挙
げ
る
村
瀬
栲
亭
の
詩
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
僧
月
僊
霊
芝
図
仝
前
（
本
稿
筆
者
註
：
応

広
福
大
王
教
）
／
輪
囷
争
秀
纈
雲

煙
、
長
倚
石
根
経
幾
年
、
不
許
人
間
攀
折
去
、
箇
中
留
得
待
神
仙
」（『
栲
亭
二
稿
』
巻
之
四
）。

（
19
）�

近
年
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
編
『
近
世
御
用
絵
師
の

史
的
研
究
─
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
─
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、

江
口
恒
明
「
寛
政
二
年
以
降
の
京
都
画
壇
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
秩
序
」（『
美
術
史
論
集
』

一
七
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
六
三
～
九
二
頁
）、
五
十
嵐
公
一
・
武

田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
『
朝
廷
権
威
の
復
興
と
京
都
画
壇

江
戸
時
代
後
期
』（
天
皇
の
美
術
史

五
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

（
20
）�

武
田
庸
二
郎
「
寛
政
の
御
所
造
営
と
十
九
世
紀
の
京
都
画
壇
」、
江
口
恒
明
「
禁
裏
御
用
と
絵
師

の
「
由
緒
」・「
伝
統
」」（
と
も
に
前
掲
註
18
『
天
皇
の
美
術
史
五
』
所
収
）。

（
21
）�
前
掲
註
2
杉
本
氏
論
文
。

（
22
）�
前
掲
註
19
武
田
氏
論
文
。

（
23
）�

寛
政
度
「
賢
聖
障
子
」
に
つ
い
て
は
、
川
本
重
雄
・
川
本
桂
子
・
三
浦
正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究

─
仁
和
寺
蔵
慶
長
度
賢
聖
障
子
を
中
心
に
─
（
下
）」（『
国
華
』
一
〇
二
九
、
国
華
社
、

一
九
七
九
年
、
七
～
三
一
頁
）、
岩
間
香
・
中
嶋
節
子
・
植
松
清
志
・
谷
直
樹
「
復
古
様
式
の
造

営
過
程
に
お
け
る
絵
師
の
役
割

寛
政
度
内
裏
に
関
す
る
研
究
（
一
）」（『
日
本
建
築
学
会
計
画

系
論
文
集
』
五
八
〇
、
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
一
九
七
～
二
〇
三
頁
）、
鎌
田
純
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子
「
寛
政
度
御
所
造
営
に
お
け
る
賢
聖
障
子
の
製
作
過
程
に
つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報

二
四
別
冊
、
鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
七
年
、
四
九
二
～
五
〇
一
頁
）、
前
掲
註
19
武
田
氏
論

文
、
宮
崎
も
も
氏
が
執
筆
・
編
集
し
た
『
特
別
展

住
吉
広
行
─
江
戸
後
期
や
ま
と
絵
の
開
拓
者

─
』（
大
和
文
華
館
、
二
〇
二
一
年
）
ほ
か
。

（
24
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
三
二
番
。

（
25
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
六
六
番
。

（
26
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
一
八
番
。
折
紙
、
楮
紙
、
縦
三
十
三
・
四
×
横
四
六
・
五
㎝
。

（
27
）�

こ
れ
に
関
連
し
て
、
天
明
八
年
五
月
一
日
付
宸
翰
消
息
（『
妙
法
院
文
書
目
録
』
九
八
番
）
に

は
、
真
仁
法
親
王
に
対
し
て
「
先
烏
見
せ
申
さ
れ
候
ふ
応
挙
画
巻
物
、
返
進
せ
し
め
候
」
と
あ

り
、
断
言
で
き
な
い
も
の
の
や
は
り
《
七
難
七
福
図
巻
》
の
貸
借
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

（
28
）�

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
伊
勢
神
宮
へ
の
祈
願
宣
命
案
、
お
よ
び
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
こ

ろ
の
石
清
水
・
賀
茂
臨
時
祭
再
興
祈
願
の
御
沙
汰
書
（
と
も
に
東
山
御
文
庫
所
蔵
）
に
よ
る
。
藤

田
覚
『
光
格
天
皇

自
身
を
後
に
し
天
下
万
民
を
先
と
し
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
29
）�

な
お
、《
学
士
図
》
を
注
文
す
る
前
掲
の
【
資
料
2
】
が
発
さ
れ
た
の
は
寛
政
十
一
年

（
一
八
〇
〇
）
の
八
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
前
後
す
る
五
月
六
日
と
十
月
二
十
八
日
、
月
僊
は
寂

照
寺
に
滞
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
月
僊
を
訪
ね
た
中
川
経
雅
（
一
七
四
二
─

一
八
〇
五
）
の
『
経
雅
卿
雑
記
』（
神
宮
文
庫
蔵
）
よ
り
知
れ
る
。
倉
本
昭
「
中
川
経
雅
の
交
友

録

画
僧
・
月
僊
と
の
友
情
」（『
日
本
文
学
研
究
』
三
九
、
梅
光
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、

二
〇
〇
四
年
一
月
、
三
八
～
四
九
頁
）
を
参
照
。

（
30
）�

前
掲
註
28
藤
田
氏
書
籍
。

（
31
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
〇
〇
番
。

（
32
）�『
妙
法
院
文
書
目
録
』（
前
掲
註
6
）
一
〇
一
番
。

（
33
）�

前
掲
註
20
武
田
氏
論
文
。

（
34
）�『
列
仙
図
賛
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
14
横
尾
氏
論
文
お
よ
び
小
林
宏
光
「
月
仙
画
『
列
仙
図
賛
』

人
物
像
の
一
解
釈
」（
中
森
義
宗
・
坂
井
昭
宏
編
『
美
と
新
生
』
東
信
堂
、
一
九
八
八
年
）。

（
35
）�『
列
仙
図
賛
』
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
15
横
尾
氏
論
文
に
お
い
て
序
文
・
跋
文
の
分
析
を

通
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）�

河
野
元
昭
「
月
僊
の
作
品
」（『
新
編
岡
崎
市
史

美
術
工
芸

17
』
新
編
岡
崎
市
史
編
纂
委
員

会
、
一
九
八
四
年
）、
山
口
泰
弘
「
月
僊
の
初
期
作
風
の
多
様
性
と
様
式
形
成
人
物
画
を
中
心
と

し
て
」（『
三
重
県
立
美
術
館
研
究
論
集
』
三
、三
重
県
立
美
術
館
、
一
九
九
一
年
三
月
、
四
～

二
四
頁
）、
同
「
画
僧
月
僊
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て
の
文
献
的
検
討
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部

研
究
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
』
五
三
、三
重
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
九
七
～

一
〇
六
頁
）、
同
「
画
僧
月
僊
の
様
式
形
成
と
先
行
絵
画
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

自
然
科
学
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
教
育
科
学
』
六
一
、三
重
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
一
〇
年

三
月
、
四
九
～
六
二
頁
）、
同
「
伊
勢
画
壇
と
画
僧
月
僊
」（『
伊
勢
市
史
』、
伊
勢
市
、
二
〇
一
四

年
）、
奥
山
沙
織
「
月
僊
研
究
」（『
哲
学
会
誌
』
二
八
、
学
習
院
大
学
哲
学
会
、
二
〇
〇
四
年
五

月
、
四
七
～
六
六
頁
）。

�

ま
た
、
こ
の
外
の
月
僊
画
研
究
と
し
て
、
藤
原
幹
大
「
桑
名
市
博
物
館
所
蔵
の
月
僊
画
に
つ
い

て
」（『
桑
名
市
博
物
館
紀
要
』
一
一
、
桑
名
市
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
二
七
～
三
四

頁
）、
松
岡
ま
り
子
「『
桃
源
詩
画
』
に
つ
い
て

画
僧
・
月
僊
の
桃
源
郷
」（『
採
蓮
』
一
八
、千

葉
市
教
育
振
興
財
団
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
二
六
～
三
六
頁
）、
浦
野
加
穂
子

「
昌
光
律
寺
所
蔵
の
月
僊
作
品
に
つ
い
て
」（『
岡
崎
市
美
術
博
物
館
研
究
紀
要
』
七
、
岡
崎
市
美

術
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
二
九
～
四
八
頁
）。

（
37
）�

前
掲
註
4
図
録
。

（
38
）�「
古
楊
青
鶴雛
図
／
此
画
世
継
伯
周
所
蔵
、
源
仲
選
画
青
鶴雛
、
僧
月
僊
画
古
楊
、
可
謂
双
璧
聯
輝

矣
。
因
題
一
絶
。
／
簡
疎
雖
有
異
、
風
致
自
然
奇
、
禽
情
得
其
所
、
安
穏
古
楊
枝
」（『
栲
亭
三

稿
』
巻
之
三
）。

（
39
）�

松
葉
涼
子
「
近
世
期
の
画
像
資
料
に
み
る
門
破
り
図
像
の
受
容
と
展
開
」（『
立
命
館
文
学
』

六
三
〇
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
七
〇
七
～
七
一
九
頁
）。

（
40
）�

同
じ
く
橘
守
国
が
描
い
た
『
和
漢
武
勇
鑑
』
一
冊
（
尾
陽
書
肆
文
光
堂
蔵
版
、
名
古
屋
市
南
鍛
冶

屋
町
五
丁
目
梶
田
勘
助
発
行
、
発
行
年
不
詳
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
）
は
、『
絵
本
鶯
宿

梅
』
巻
之
二
を
再
版
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
樊
噲
の
図
も
同
様
の
も
の
が
載
る
。

（
41
）�

当
館
収
蔵
の
《
張
飛
図
》
に
関
し
て
、
洛
東
遺
芳
館
所
蔵
の
『
円
山
応
挙
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
応

挙
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
「
禁
中
様
張
飛
之
絵
」
を
描
き
、
調
進
し
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
当
館
収
蔵
の
《
張
飛
図
》
の
箱
に
は
、《
学
士
図
》
同
様
に
光
格
天
皇
よ
り
の
御
在
来
品

で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
川
﨑
博
『
応
挙
の
日
記

天
明
八
年
～
寛
政
二

年
─
制
作
と
画
料
の
記
録
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
四
年
）。

�

な
お
《
張
飛
図
》
と
図
像
が
酷
似
す
る
も
の
に
、
応
挙
の
弟
子
で
あ
る
山
口
素
絢
が
描
い
た
京
都

府
宮
津
市
・
智
恩
寺
の
絵
馬
《
関
帝
王
図
》
が
あ
る
。『
京
都
の
美
術
工
芸�

与
謝
・
丹
後
編
』

（
京
都
府
文
化
財
保
護
基
金
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

（
42
）�

こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
横
尾
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
黄
檗
絵
画
か
ら
の
着
想
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
が
、
な
お
も
考
察
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

�

た
と
え
ば
、
谷
文
晁
筆
《
涅
槃
図
》（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
は
享
和

四
年
（
一
八
〇
四
）
の
作
品
で
あ
り
、
奈
良
・
法
隆
寺
の
五
重
塔
塔
本
塑
像
群
の
ス
ケ
ッ
チ
を
再

構
成
し
た
異
色
の
作
品
で
あ
り
、
本
稿
筆
者
は
か
つ
て
そ
の
表
現
上
の
特
徴
を
分
析
し
た
こ
と
が

あ
る
（
上
嶋
悟
史
「
近
世
に
お
け
る
仏
像
を
描
く
と
い
う
営
為
に
つ
い
て
の
研
究
」『
令
和
4
年

度�

髙
梨
学
術
奨
励
基
金
年
報
』、
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
、
三
〇
三
～

三
一
〇
頁
）。
こ
の
文
晁
筆
《
涅
槃
図
》
の
線
や
陰
影
の
重
ね
方
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
描

い
た
人
物
像
を
組
み
合
わ
せ
る
群
像
表
現
な
ど
は
、
月
僊
の
人
物
画
、
と
く
に
後
述
す
る
《
学
士

図
》
と
通
じ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
月
僊
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
《
仏
涅
槃

図
》（
三
重
・
智
福
寺
所
蔵
）
に
塔
本
塑
像
群
を
模
し
た
仏
弟
子
を
描
く
ほ
か
、
横
尾
氏
の
ご
教
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示
に
よ
れ
ば
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
九
品
院
に
は
伝
月
僊
筆
の
、
文
晁
筆
《
涅
槃
図
》
の
写
し
が
存

在
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
月
僊
の
人
物
画
に
は
文
晁
を
中
心
と
し
た
関
東
の
絵
師
と
の
共
通

性
が
存
在
す
る
こ
と
の
み
記
し
て
お
き
た
い
。

�
な
お
、
寛
政
七
年
の
円
山
応
挙
筆
《
鍾
馗
図
》（
兵
庫
・
大
乗
寺
所
蔵
）
の
背
後
に
淡
墨
を
掃
く

表
現
は
、
清
で
描
か
れ
た
楊
津
筆
・
木
庵
性
瑫
賛
《
関
聖
帝
君
像
》（
京
都
・
萬
福
寺
所
蔵
）
の

よ
う
な
黄
檗
絵
画
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（『
大
乗
寺�

文
化
財
調
査
報
告

書
』
香
美
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集
、
香
美
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
よ
り
上
嶋
悟
史

《
鍾
馗
図
》
解
説
）。

（
43
）�

円
山
応
挙
筆
《
人
物
正
写
惣
本
》（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）
や
、
同
筆
《
出
山
釈
迦

図
》（
東
京
・
妙
定
院
所
蔵
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
上
嶋
悟
史
「
円
山
応
挙
筆
・
妙
定
院
所
蔵

「
出
山
釈
迦
図
」
の
研
究
」（『
仏
教
芸
術
』
九
、
仏
教
芸
術
学
会
、
二
〇
二
二
年
十
月
、
五
九
～

八
〇
頁
）
を
参
照
。

（
44
）�

前
掲
註
4
図
録
。

（
45
）�

前
掲
註
4
図
録
。

（
46
）�

画
絹
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
小
川
裕
充
「
宋
代
の
用
絹
法
に
つ
い
て—

両
宋
歴
代
皇
帝

坐
像
を
中
心
に
」（『
美
術
史
論
叢
』
二
四
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美

術
史
研
究
室
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
七
三
～
八
〇
頁
）、
竹
浪
遠
・
杉
本
欣
久
「
黒
川
古
文
化
研

究
所
所
蔵
の
日
本
・
中
国
絵
画
の
画
絹
に
つ
い
て
」（『
古
文
化
研
究
』
八
、
黒
川
古
文
化
研
究

所
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
八
七
～
一
一
五
頁
）、
杉
本
欣
久
「
日
本
近
世
絵
画
の
観
察
と
資
料
性

評
価
の
理
論
─
「
鑑
定
学
」
の
構
築
に
む
け
て
─
」（『
古
文
化
研
究
』
一
〇
、
黒
川
古
文
化
研
究

所
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
九
二
～
一
三
二
頁
）、
泉
武
夫
『
古
代
中
世
絵
絹
研
究

基
底
材
の
美

術
史
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
二
年
）、
杉
本
欣
久
『
鑑
定
学
へ
の
招
待
「
偽
」
の
実

態
と
「
観
察
」
に
よ
る
判
別
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
。

図
版
出
典

口
絵
1
・
2
、
図
1
・
2
・
4
・
5

福
島
省
・
佐
野
順
一
（
株
式
会
社
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
）
撮
影

図
3
・
6
・
9
・
14
・
17
・
18

本
稿
筆
者
撮
影

図
7
『
宸
翰
英
華
』
第
三
冊
（
帝
国
学
士
院
編
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
、
一
九
四
四
年
）
よ
り
転
載

図
8

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
転
載

図
10
・
12
・
15
『
特
別
展

画
僧
月
遷
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
よ
り
転
載

図
11
・
13
・
16

名
古
屋
市
博
物
館
よ
り
提
供

図
19

加
藤
広
樹
（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
研
究
員
）
に
よ
る
ハ
イ
ロ
ッ
ク
ス
撮
影



（上嶋論文参照）

3
月

僊
筆
《

樊
噲

図
》

当
館

収
蔵



4
月

僊
筆
《

十
八

学
士

文
会

図
》

当
館

収
蔵



尚
蔵
─
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要

創
刊
号
（
通
号
三
〇
号
）

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

編
集

発
行

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
─
八

制
作

株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
東
五
─
五
─
九
一

翻
訳

山
口
敏
之
（
株
式
会
社
イ
ー
・
シ
ー
）

二
〇
二
五
年
三
月
三
一
日
発
行

©2025,��The�Museum�of�the�Imperial�Collections,�
Sannomaru�Shozokan

　
本
紀
要
の
投
稿
原
稿
は
、
編
集
委
員
に
お
い
て
査
読
を
経

た
審
査
を
し
、
採
用
決
定
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
は
、
収
蔵
品
お
よ
び
館
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

を
題
材
と
し
、
関
連
諸
学
（
美
学
・
美
術
史
学
、
歴
史
学
、

考
古
学
、
博
物
館
学
、
博
物
館
教
育
、
博
物
館
情
報
、
保
存

科
学
等
）
に
お
け
る
研
究
、
お
よ
び
上
記
以
外
の
館
の
活
動

に
関
わ
る
事
業
・
事
例
等
報
告
と
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
事
業
・
事
例
等
報
告
や
調
査
概
報
に
つ
い
て

は
、
査
読
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

編
　
集

　
委

　
員

委
員
長

　
　
建

　
石

　
　
　
徹

戸
　
田

　
浩

　
之

五
　
味

　
　
　
聖

髙
　
梨

　
真

　
行

瀬
　
谷

　
　
　
愛

（114）

念
校
（
35
字
×
29
行
×
２
段
＝
２
０
３
０
字
）

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
中
、
作
品

　

名
や
作
者
、
制
作
年
な
ど
の
表
記
は
、
紀
要
発
行

　

当
時
の
も
の
で
す
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
の
著
作　

　

権
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
皇
居
三
の

　

丸
尚
蔵
館
に
属
し
、
本
フ
ァ
イ
ル
を
改
変
、
再
配

　

布
す
る
な
ど
の
行
為
は
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
で

　

き
ま
せ
ん
。

・
『
尚
蔵
ー
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
に
掲
載
さ

　

れ
た
文
章
や
図
版
を
利
用
す
る
場
合
は
、
出
典
を

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
版
を
出
版
・
放

　

送
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
研
究
資
料
な
ど
に
使
用
す

　

る
場
合
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
手
続
き

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。




